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最先端の按術を使って 
暮らしに新しい便利さや楽しさを 
ビジネスこ創造性や高い生産性を実現ずること。 
それが、人と技術の理想をめざず 
日立の「インターフェイス J の願いです） 


Interrace 

インターフェイスは、、、人と巧術の a 巧をめざすか日立のスローガンです。 
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機関誌*■八ンドボール J 
3邮号記怠号の発行に 

日本ハンドボール協会の機関誌「ハンドボール」 

が発刊されて，今号でちょうど300号を迎えました。 
この30年間，幾多の関係者のご努力，ご支援で続け 
られてきたこの機関誌の記念号に際し，多くの方々 
にお願いして，「ハンドボールの過去•現在•未来」 

をテーマにさまざまな原稿をお寄せいただいきまし 
た。ここにご紹介させていただきます。（お名前の 
アイウエオ順で掲載させていただきました。） 



機関誌300号の発刊に当たつて 

安藤純光 



㈱ 日本ハンドボール協会が機関 
誌を発刊して W 年、1960年 
(昭和お年) 6月、第1号が発刊 
されてな来本年8月号をもって3 
00号を数える ことになる。この 
機会に、この間機関誌の編集発行 
に、ご尽力いただいた関係を位に 
厚くお礼を申し上げる。 

機関誌「ハンドボール」は、1 
960 fe >〜19 64年は年間3〜 
4回の発行であったが196日年 
からは年間 U 回の 発行と なり30 
〇 号を迎える ことにな つた。機関 
誌発刊に当たって、故式場隆一二郎 
会長は巻頭言として八高遠なる理 
想の 礎石 たれ V と題して機関誌発 
刊の言葉を次のょぅに述べられて 
いる。 

『昭和じ年、日本にハンドボー 
ル協会ができてスポ } ツとしての 
ハンドボールが我が國に芽生えて 
からの年経った。しかし、《ハン 
ドボ I ル〉という競技を知らない 
人はまだまだ多いし、《ハンドボ 


1ル〉という競技の名前さえ知ら 
ない人もいる。の年の時日を刻み 
ながら一般にがする普及は、最近 
になってょうやく軌道に乗り始め 
たとはいえ認識の低さ、少なさは 
他のスポーッ競技に較べるべくも 
ない。プレーヤーの増加も必要だ 
が、ハンドボ I ルを見、ハンドボ 
I ルを楽しむ ファンの 増加を、心が 
けなければいけない時機が来てい 
ると 思う。そうした 時に 雑誌 「ハ 
ンドボール」が生まれる ことは 誠 


まずは、3 0 0 号発行 おめでと 
ぅご ざいます。発刊後 W 年近くに 
わたり、ご編集に携われた多くの 
関係者に、むょり敬意を表します。 

私は現在日本協会の常務理事を 
仰せつかり強化部門を担当致して 
おります が、 この 機会を得て古く 
からの機関誌をめくり、ナシヨナ 


にタイムリーであり、この雑誌を 
通じてハンドボ I ルの ょさを 大い 
に 普及して貫いたい。〔な下略〕』 

从上は、式場会長が第1号の巻 
頭に述べられた、いわば機関誌の 
使命を示唆する文章である。 

スポーツは、抓年前のスポーツ 
から今日のスポーツへ大きな変化 
をしている。ハンドボ^ —ルもまた 
大きく発展して来ている。しかし、 
いまこの『高遠なる理想』に近づ 
くための礎石となるために、この 
文章を、心をあらたにもう一度熟読 
吟味して、使命を達成し得る機関 
誌として邁進しなければならない 
であろう。 


ルチ I ムの今日までの強化過程を 
振り返ってみますと、その時代時 
化での先人各位のご苦労が しのば 
れ責務の重大さを痛感致します。 

特にナショナルチームは、男モ 
がミュンヘンな降5回連続して才 
リンピック出場を果たし、男女揃 
って出場したモントリオールでは、 
女子が5位入賞を遂げて います。 

この襄には、その時代を戦った 
逞しい選手諸氏のご奮闢の賜物で 
ある ことは 勿論でありますが、何 
といってもそれらを支援して日本 
協会をや、心にした各界の秀れたア 
ドバイザー各位の"何が何んでも 
オリンピックに出場させるん 


バルセロナに向かつて 

ホ原則之. 


一い— 














巧ちこんでしまう性格です 0 

巧きなことを、巧をなだけやって t 、るうちにここまできた。 

面白 I 、なぁ、くや U 、な、うれ U 、なと首って t 、るうちにここにいた。 

ボール t 、っこあればぶ中になれるボクたちは、きっと天下) ft 君の幸せ老なんだ、と思 t 、ます。 


Tango 

HSH 3 AD タンゴ巧が,000 

■天なホ* •■；« はお•手 a い 

日本リーグ*子 K を巧 


nriQlten 


苗まをれ f / Af み 

去を本れまま巧ち西区が川 5T 目 5- 7〒口0 SO 卜的 5-7581 が 
大巧•を古さ.巧巧•広 IW 山を.化な.リノ USA •デュ’パ!ルトルフ W.G 


だ"："という強い意志の環境づく 
りを忘れてはならないと思います。 

現をのナショナル チ！ ムは、こ 
うして先輩諸氏に残して戴いた 
か歴史と伝統"という遺産の元で 
バルセロナに向かって、計画的卜 
レーニングを継続していますが、 
果たしてナショナル周辺には、当 
時のょうな燃える環境が整ってい 
るかというといささかの不安を感 
じます。 

強化活動は、単にナショナル選 
手の技術向上だけじとらわれるこ 
となく、選手のメンタルな部分を 
引き出し、"やる気"に結びつけ 
る環境づくりの事業が必要なこと 
は罰知の通りであります。ナショ 
十ルチ I ムは国の代表チームであ 
りまず が、その選手たちはいろい 
ろな人の愛情で育て送り出された、 
いわば、みんなの代表であるわけ 
で' すから、選んだ側(協会)も、 
選ばれた馴(選手、所属先)も、 
その. ことを 十分自覚して、理解を 
深みておかなければなりません。 

現化強化部では、実連、学連、 

巧1が各連盟から選出された強 
化委封が、男女それぞれの強化委 
阁擇の元で種々の施策を立案し実 
巧に移しています。男子ナショナ 
ル于 t ムにおいては、スポーツ医 
料学畫巧会のバックアップを得て、 
TC , ンタみトレ！ ニングの 一環と し 
て、自縣隙の体驗入隊し、強勒な 
精神んを葉成する為の降下訓練を 
巧ったり、また、女子の強化委員 


会では、 U 月に韓国で行われる女 
子世界選手権に出場する数ヶ国を 
日本に受け入れて、ナショナル強 
化に結びつける為のゲームを各地 
で計画したり、積極的な強化策に 
取り組んでいます。この目的は、 
終局的にはナショナルチームを強 
くする為のものであるわけですが、 
間接的には、こぅした強化事業を 
一つでも多くマスコミで世間に ア 
ピールし、大勢の注目を浴びせて 
選手個々のモラルを向上させる強 
化環境づくりの一環でもあります。 
その一例が、「ナショナル選手の 
公募」や「降下訓練」であります。 

しかし、こぅした施策も一.部の 
実業団を中んとしたナショナル周 
辺だけで実行されている感が強く、 
ナショナルチームが一般から遊離 
したところで活動している感がぬ 
ぐえないのは誠に残念なことであ 
ります0 

ナショナルチームは、みんなの 
代表チームであるわけですから、 
この点をょく理解してみんなで声 
援を送って戴きたいと、心から念ず 
る次第であります。 

将来に於けるナショナル強化は、 
ジュニア層、あるいはもっと下の 
年齢層から段階的に進めて巧かな 
ければならないことは、みなさん 
の認めるところです。これには、 
従来までの固定観念や既成概念に 
とらわれない若くて行動力があり、 
しかも柔軟な思考力を持った人が、 
ハンドボ I ル界運営に R 山携わつ 


て戴けることだと思います。外か 
らの評論家はいりません。中に入 
つて行動を起こし、失敗を恐れな 
い勇気のある人が将来のハンドボ 
1ル界を背負う人だと思います。 



機関誌3 〇 〇号の記念発刊ぉめ 
でと、っございます。、心からお喜び 
申し上げます。久し振りに協会か 
らの「ハンドボールの過去の思い 
お」をと原稿依頼の通知を受けた 
時、私は思わず「ハッ」と頭に浮 
かんだものがあった。それは昔京 
お国道沿いにあった旧日体の焼跡 
にあったサッカーのゴールポスト 
である。日〜6人の伸間が集まっ 
て「今度ハンドボールといぅ競技 
が始まることになつた」と、革製 
の あまり 大きくない固いボールを 
手に話を始めたのが台湾出身の同 
級だったが朝権君だった。「どれ 
どれ」とゴールに向ってシュート 
の練習をしたのが、そもそもハン 


よあと 1年とせまりました。当大 
会を成功させ、男女揃ってバルセ 
ロナ.オリンピックへの出場をか 
めるためにも、球界一丸となった 
ご協力、ご支援をお願い申し上げ 


ドボ！ル競技に入った切っ掛けだ 

った0 

本来私は軟式庭球が特技で代表 
選手として神宮大会にも出場し、 
やがてはチャンピオンにと夢を抱 
いて日体に入ったのだった。それ 
が何時の間にかハンドボール競技 
の虜になってもう的年になってし 
まったのである。今や魅力ある競 
技として私の生活の一部のょうな 
もの「不思議だなあ一」と考える 
今日この頃である。 

昭和2年だったと思う。ハンド 
ボール競技が東京オリンピックの 
種自に入るかも知れないと曝がと 
んだ時だったと思う。「東京オリ 
ンピック第一次候補選手」の強化 
合宿に選ばれ、1938年2月横 
滨日吉台の慶大グランドで巧われ 
たその時の写真が、 W 周年記念誌 
として 発刊された。「日本ハンド 
ボール史」の標題「日本ハンドボ 
I ル界の夜明け」にのっている。 
中央私の隣がハンドボール競巧に 
入る切つ掛こなった人、が朝権 


広島でのアジア選手権 もいょい ます。 

思い出 

入江信太郎 
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をでぶる。 

點瞥じ阿部二郎先生(筑波大寮 
巧 } 、 マ素ジャーが外山准二さ ん、 
三遍義宿君(京都女子大)等私の 
党えている人たちが撮っている 
1— 幻が東京 オリンピック」 として 
載にとって懐しい思いおの I つで 
ちる。 

今は もう 忘れられた選手だが、お 
の殻え子の一人だった皆川茂夫で 
あるぃ间窓では、今は t き|二重の 
y 沖修君ゃ日野、横君もいた。彼 
が日 i がを卒業後の就職について相 
詔に来たことがあった。私は二、 
ごの就職先があったが、即座に化 
海道函館に向かい、「きっと君の 
ために もなる」 と励ましたことが 
みった。 

をたせる哉、彼の努力がみのっ 
て昭和撕年第1回の日本スポ J ツ 
をを 賞した時の ことは 今も 忘れら 
れない感激の思い出として残って 
いる。 

随分と昔の話になったが、.もう 
すでに貼年になる。 

しかし、私は今、将来のハンド 
ボ I ル競技の発展を考える時、何 
か物足りなさを感じている。特に 
少年少女にがする育成である。い 
つも大会を見るたびに考えるのだ 
が、彼らが1回餓ごとに力強くプ 
レーする素晴らしさに胸をうたれ 
る ことで ある。 

しかしこの大会に出たくても出 
られない多くの少年少女がいると 
いうことを考える時、問題となる 


彼らの出場のための補助金調達の 
ための施策を考えねば ならない と 
思う。これは今後の協会の課題と 


して、是非考慮され るょぅ 要望す 
るものである。 



{X 如 


300 号発行おめでとぅござい 
ます。 W 数年に及ぶ長い期間、機 
関誌編集の方々のご苦労に敬意を 
表します。本当にご苦労様でした。 

さて、私も高校1年生からハン 
ドボ J ルをはじめて W 年が経過し、 
現在もハンドボールが中、心の生活 
ですが、今後も同じ状況が継続す 
ることと思います。そして W 年間 
ハンドボ}ルを通して、多くの諸 
先輩や同僚等と大変に意義のある 
出会いがあり、それを機会に、お 
付き合が始まって、今でも相互に 
情報交換や家族のことなど、1時 
の語らいを持つことができます。 
これも、ハンドボ I ルを してきた 
おかげであると大変感謝していま 
す0 

このような輪をより「大きく. 
広く•深く」 していく ために、今 
回、私自身の夢を提案した いと 思 


レます 

私たちハンドボール愛好者は、 
ハンドボ I ルを より 盛んに、 より 
華かなものにしたいと願っており、 
いぅまでもなく各方面で努力して 
いる訳ですが、果たして現状のま 
まの努力で盛んになるでしよぅ 
か？ 

たとえば、現在の全国大会は、 
中中•高•大学•一般•教員. 
クラブ等がありますが、チーム数 
としては中学•高校•大学で大半 
1$上を占めています。すなわち、 
年代層でいえば、歳〜の歳ぐら 
いまでに片寄った形になっており、 
限られた人々がその年代のみで実 
施していることになります。これ 
だけでは、愛好者は増えませんし、 
当然盛んにならないのではないで 
しよ/っか！ 

そこで、ハンドボール経験者. 
未経験者を問わず、また年代も幅 
広く、多くの人々にハンドボ}ル 
を愛好してもら、っために、私の夢 
を思いつきですが、述べさせてい 
ただきます。 

①マスターズハンドボ I ル大会 
の実施 

• W 歳从上(ルールは条件付) 


. W 歳を(ル I ルは条件付) 

② ファミリ ー ハンドボ ー ル大会 
の実施 

たとえば、前半は子どもが、 
後半がその親がプレーし、卜 
1タルで競技 

③ ママさんハンドボール大会の 

実施 

バレーボールと同様 

@ナショナル06 • 06チーム 
による全國サーキット 
• 地元チームとの交流ゲ1ム 
•実技指導 

他にも、いろいろな企画がある 
と思いますが、いずれにしても、 
各年代層に応じた大会があっても 
よいと思、っのです。 

家庭の中で運動不足の主婦や父 
親などの参加やハンドボール経験 
者を引退後も楽しめるようにして 
いくなどの企画を巧なってはどう 
でしょ、っか。 

ということで、提案をしました 
が、強化目的の普及ではなく、愛 
好者増を目的とした普及を実行し 
ていくことが、最終的には、多く 
の愛好者を生み、その中からすば 
らしいオリンピック選手を発掘で 
き、育成していけると思うのです 
が…ミ。いかがでしょうか。 
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ちラ ー度、 指導ま養成を 

川上聲司 



昭和お年 5 月に創刊号が発斤さ 
れ で、、今月号で 3 〇 〇号を数える 
までになった。 

まだ、野球从外、スポ！ッに関 
する尊巧の雜誌や新聞が少ない頃、 
未谦じ夢を拖いて発行に携わった 
人たもがいらっしやったからこそ 
贵量な資料がが山、ハンドボ]ル 
をとなって残っているのである。 

そのをいハンドボール機関誌を 
端くと、も輩たちの青年時代の写 
真と 却烈な記事がぎっしりと詰っ 
ている"普及、発展をこょなく願 
ぅ 気持らが伝わってくるょぅで、 
巧たな想起をおこさずにはいられ 
ない。陵進にお字として残してい 
くことが如徊に大切かを再確認さ 
せられた次第でみる。 

なかでも、昭和？§年、 7 人刺に 
切り替、义られた当時の理事長のコ 
ラムに、を固の関係者一丸となつ 
て世界制聲 というような 記事もみ 
つかった。最近では、 あまり 聞か 
なくなつでしよった 言葉だが、将 


来、大きく発展ずることも含んだ 
実に素晴らしい感動的なくだりだ 

った。 

日本体育協会の中でも機関誌を 
独自で作り出している協会は少な 
くなったが、大変なことではある 
が、続けて記録を残して行くこと 
が、ハンドの歴史を創ることであ 
り、意義のあることだと思う。 

ところで、協会の発展について 
考えると、巷でのいろいろな議論 
は、長い間、語り尽くされている 
し、おも少なからず参加してきた 
ので概略は擱むことができる。そ 
れを簡単に纏めると、まず報道機 
関への働きかけ不足、世界のビッ 
グイベントを国内で開催する、小 
学生選手の育成、ママさんハンド 
大会開催、指導者育成、一貢した 
指導体系確立、ル！ル改正。学校 
体育への導入、日本リ1グに大企 
業の参加、ナショナルの強化、な 
ど化上のょうなことが多いが、こ 
の多くの中で今回は、指導者の育 
成について触れてみたいと思う。 
中学や高校の体育の授業で最近は、 
それでも多くなっているょうだが、 
バスケットボール、バレ！ボール、 
サッカ I に比べると教材として取 
りあげる時間数がまだまだかなり 
低い。ここらも普なへのネックの 
ひとつでもある。 


中学校から、もう ひとつ 下げて、 
小学校の指導者養成を考える必要 
がある。この小学生の先生方に向 
けての講習会を開き、種々な方法 
で参加者を募り、を国各地で何回 
も指導者講習会を開催ずべきであ 
る。そして ハンドボールの身体に 
及ぼす良い影響、ボ I ルゲームの 
中でも特に素晴らしい要素を持ち 
備えていることを理解して戴き、 
真のハンドの良さを知っていただ 
けたら少しずつでもその数を増や 
して行くに違いない。一人の指導 
者が生れるとやがて何十人、何百 
人と いう 選手が巣立つことになる。 

京都の田巧町の御協力にょって、 
小学生全国大会も年々盛んになっ 
ている。しかし、全国規模の大会 
としては、まだ、参加都道府県に 
残念ながら限りがあり、やや物足 
りなさを 感じる。しかし、プ レ} 
自体は実に高度で、惚れ惚れする 
プ レー を随所で見かける ことが で 
きる までに成長した。このスポ ー 
ツも例外ではなく、できるだけ早 
いうちじ巧術を身につけさせるこ 
とは、言うまでもない ことで ある。 
それと同時に、幼い少年、少女た 
ちに、真のスポ ーツの 魅力、そし 
てその種目の選がの中にハンドボ 
1 ルも加えたいのである。 

野球やサッヵーの小学生チーム 
は、千単位のチーム数ではなく、 

万単位だと聞く。それらと比較す 
ることはないが、しかし、ハンド 
ボールの全国のチ I ム数が、人気 


球技のひとつの市のチーム数にも 
及ばぬ貧弱さとなれば、これは何 
をか况んやである。 

アマチュア•スポ I ッの普及は、 
実に難かしいのである。ここが遅 
れのポィントであると馬鹿のひと 
つ覚えのょうに唱える関係者もい 
るが、一朝一夕にいかぬから、こ 
こまで遅れているのだと考える。 

まず 指導者養成が第一 だと 思う 
かど、っだろうか。そしてもうひと 
つ、抽象的になる が、責任転嫁で 
はなく、それぞれみえられた領域 
の中で何を成すべきかを十分に練 
り直し、小学生から日本リーグ、 
ナショナルに至るまで、各セクシ 



シアトルでのグッドウィル大会 
で全日本チームが韓国チ J ムに圧 
勝したニユースを新聞で知り 、I 
瞬報道ミスではないかと我が目を 
疑った。 

しかし数日後、この大会でポス 
トマンと して活躍した斉藤選手か 
ら、力強い错を報告を聞き、さら 


ョンごとに 内容を充実させ、普な 
発展をそれぞれの場で成す ことが 
最も大切なことだと考える。 

そして、それらを縦につなげる 
ことによつて、より充実したハン 
ドボール界ができあがるのではな 
いか。このよぅに他の領域をあま 
り気にせず、自分の範禱をしっか 
り確立させることが先決だと考え 
る。その組織図をしっかりと企画 
する時にきているのではなかろぅ 
か。 

全国の関係者の力を結集して、 
身近な目標から達成し、そしてい 
つの曰か、世界大会で日の丸を掲 
げる日を期待したい。 


に彼が野武±のょぅな逞しい顔形 
さに 変身したのをこの目で見て、 
なるほどと合点がいったのである。 

そして、これからの1年間の努 
力でチ！ムカがさらに充実し、ミ 
ユンヘンからパルセロナヘと続く 
悲願を津川軍団が必ず実現してく 
れるに違いないといぅ期待感が沸 
いて出て、ひそかに広島でのオリ 
ンピック予選に、心を馳せているこ 
の頃である。 

ところでバルセロナでは、津川 
監督の右腕となり、いろいろな経 
験な勉強をして一段と成長するで 
あろうミスタ^—ハンドボ^~ル G A 
:^0が次のリーダーとなって強ぃ 


強いナショナルチ "" ^ムを〇< ろラ 

か川勇喜 







ねば！ 9 は頑お! 3 気力は化力 


■ 

キ 

イ 

1 圖 … L 


' ••。し亡コ：节 

LIQUiU 

L ま追立 

i 

■な—1 巧 TT 

] 

V J 1 

" 1 


効能•刻)果 


■溢赛強化♦虚弱体畏 


キ 3- L 才む J 


しがシ]パ] 


•肉体巧巧 •病後の体力低下 • 胃腸障害•栄巧障害 

■発熱'性消耗‘性疾を•妊娠授乳期などの場合の栄舊補給 

W 運頁(製襄: t 东な芸な 

•札幌 011(747)2166 ■東京03 (293) 3351 ■を古屋 052(971 )5301 
■ 大お日6 (458) 890! •広島 082(264)4116 ■ 福岡0が (481)7382 


ナ、ン3ホルチ！ムを育成し、世界 
'で軍凹の采配を揮ぅ時こそ、メダ 
ルへの撇がの-チャンスであると信 
じて錠わない一人である。 

したがって日本協会は、このチ 
ャンスを逃がさず、何をおいても 
拙いナショナルチームをつくる為 
にお振衞わず、真剣に打ち込むベ 
き時じ当たると考えている。 

か爭をにハンドボ—ルを広めよ 

，つ 

ハンドボールと共に歩んだ W 年 
の輔驗と知識を生かして今回、ィ 
ラスト ハンドボ}ルを世に出すこ 
とになぃ-、そのはしがきでも述べ 
たが、このスポーツの良さは、 人 
間の基礎的な運動能力である走. 
跳 > 投を基盤にして技術や戦術を 
嫂巧し、 これを 発展させて競技す 
るところにある。いわば、このス 
ポ！ツの競技力がょりぅまく、ょ 
^強くなれば他のスポーツをやる 
時に大いに役立ち、また、ハンド 
ボ！ ルで 獲得した技術や戦術が他 
のスポ^~~ツへと転移が巧能なとこ 
ろがこのスポーツの魅力でもある。 

この特性と魅力が、小学生体育 
やスポ}ツに最もふさわしいスポ 
!ツであると常々考え確信をもっ 
ている所なでもある。 

したがって、日本のハンドボー 
ル界としては強化問題に限らず長 
期的な展望に立って将来に夢を描 
くことも、また必要な時でもあろ 
うと考え、その手始めに、子ども 


たちが喜びそうな東京ド—1ムでの 
小学生全国大会の事業を日本協会 
で企画立案し実行してみたらどう 
だろう。 

ハンドボールの糖野の広さや厚 
さを増す手段や方法はいろいろあ 
ろうが、現段階では何かことを起 
こしてきっかけをつかんで波に乗 
る戰法こそが斯界にとって最善の 
道と考える次第である。 

世界選手権大会を日本で開催し 
ぶラ 

今年の秋、韓国で女子の世界選 
手権大会が開催される。韓国ハン 
ドボール界は、ソゥル-オリンビ 
ックでの快挙の余波を利用してさ 
らにハンドボ I ルのボルテ I ジを 
あげょうと協会関係者が一丸とな 
って頑張っている。また、我が国 
に目を向ければ、日本サッカ1協 
会が来たる2002年に、ヮ I ル 
ドカップを開催しょうとしてアド 
バルーンを上げ活発に動き始めて 
いる。 

いずれも我々に とってはうらや 
ましいかぎりではあるが、考えて 
みればミュンヘン•オリンピック 
時の 3 年間で 191 校、ロス•才 
リンピック 時に g 校も高校の チー 
ムが伸びたり、また全日本女子が 
モントリオ ー ル •オリンピックで 
5位入賞を果たした翌年は W 校从 
上の伸びを示し、 オリンピックと 
普なとの関係が明確に証明されて 
いる。さらに、今後我が国で世界 


選手権大会が開催されれば、外国 
の超一流選手の巧みなボールテク 
ニック からくり 出される多彩なパ 
スワーク • パワフルでダィナミッ 
クなロングシユート、アクロバテ 
ィツクなフロンジョンシユータ^~ 
と 果敢な ゴー ルキ ー パ I との 一騎 
巧ちなどはスリルそのものであり 
他の競技には見られない痛快なス 
ポーツとして、きっと日本園 民に 
受けるに違いない。 

このように、強化と普及の1石 
二鳥の効果があがる化界選手権大 
会を是非2000年代じ閲催し、 



昭和的年、斉藤英四郎巧が協 
会々長になられたのと同時に私は 
財務担当の常務理事として協会に 
入った。斉藤氏は新日鉄の社長に 
なられた許りで私には雲上の人だ 
ったが、奥方が私の竹早小学校の 
同級生だったというんやすさから 
「新日鉄はラグビーにしろバレ I 
にしろ最強の部がいっぱいあるの 
に何でハンドボールの会長になら 


しかも機関誌の400号を飾る大 
会にでもなれば最高である。 

この夢を実現するためには、こ 
の事業の成功につながる態勢の立 
て直しがまず第一であり、が源問 
題、 PR 活動、メディアが策、国 
際渉外などの事業の核となるセク 
シヨンに、フレッシュな感覚と巧 
動力を持つ若い入がが絶対必要で 
あり、これらを発掘、育成し組織 
で思り切り生かすことができるか 
どうかに鍵がかかっているといえ 
上、つり 


れたのですか？」「私はマィナー 
なスポーツをメジャーにずるのが 
楽しみで好きなんだ。大同製鋼の 
林君の勧めもあって引き受けた」 
とのことだった。協会がが团法人 
にすることができたのは新日鉄の 
社長であった斉藤氏の尽力があっ 
てのことだと思ぅ。当時協会の会 
計は入る金と出る金とが毎年度キ 
チンとみまっていてが務などとい 
ぅものではなく経理の仕事だった。 
そして、が団法人設立と同時に私 
は役職を辞任させて賞った。昭和 
8年協会創立 W 周年の祝宴の席上、 
斉藤会長、が副会長同席の巧 「W 
年前と全く同じ。ハンドボールは 
相不変マイナースポーツ。せっか 
くが団法人にしたのに協会は5千 


7イナ I よりメジヤーへ 
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召しませ自然。 

シャトレーゼのゎ巧子は山梨育ち。 

0本一の果実郷と極上の酪農地帯です。 
澄んだ空気 t 豊かな自がを、 

満載しています。 

をして、日本中をわいしい笑顔でみたをぅと 
シヤトレーゼのフレブシュパワし 
ハンドボ1ル部とらどら、 

世紀に向って、 

をらに大きく飛躍しようとしています。 



万円の年間金利2百数 W 万円程度 
を協会の運嘗費に回すのみが団法 
人というのは社会的に信用のある 
を人なんだから企業、 マスコミと 
タィアップして 企画、宣伝、いわ 
ゆる興行を打たなければ永久に死 
にがですよ。」「君のいう通り。そ 
うする ように努力す る。」とのこ 
とだった。 

球技というのはグランド(コー 
卜)が狭くなればなるほど体格 
(特に身長)が問題となる。サッ 
カー、ラグビー、(^人制のハン 
ドボール)等はさして身長は問題 
にならないが、バレー、バスケ、 
ハンドボール、テニス等は特に身 
接が問題になる。スポーツ花盛り 
のが今では、実力のある者は最初 
じ金になるゴルフ、野球に流れ、 
次に皆にもてはやされるバレー、 
バスヶ等に走る。高校時代ハンド 
ボールをやっていた者でさえ、大 
学に来ると長身の逸材は華やかな 
パレ t やバスケに巧ってしまう傾 
巧にあるのは残念だが致し方ない 
ことど(私自身も昭和 U 年慶応入 
学马初サッカ I 部を志したが巧年 
に開催される予定であった東京才 
リンピックに全日本代表として化 
塌できるということだけでハンド 
にんうた)。ハンドボールに優秀 
な選手を集めるなら企画、宣伝し 
て輔客の多い華やかなスポーツに 
しなくではならない。アゴ、アシ 
化きで日本化表と接戦するような 
ず照の-クラブチ^~ムを呼んでも全 


く意味ないし、東欧の各国の代表 
チームを1チーム呼んで全日本と 
が纖させても実力の差がありすぎ 
て白ける許り。理想は東京で化界 
選手権をやるとか、世界の強豪を 
集めてジャパンカップをやるとか 
する こと だ。ただし、強豪2チー 
ムのエキジビションマッチだけは 
駄目だ。名誉とか賞金のかかった 
ものでなければ選手は本気でやら 
ない。昭和巧年夏、普時学生リー 
グ1位、2位の慶早が朝鮮半島に 
签山、元山、平穩、京城と普及宣 
伝のためにエキジビションマッチ 
を行なったが、何の賞もかかって 
おらず、旅興行みたいなもので全 
く熱が入らなかった。 

昔からそうだったが、協会と現 



私がハンドボールを始めたのは、 
日体入学の昭和 U 年から始めて今 
日まで£?年が経過しました。 

思い出は数多くありますが、栄 
誉より誉誉に至るまでの苦しい練 
習、真っ暗な中でボールの行へを 


場(実業団リ I グ、学生リーグ 
等)は個々に走っていて余り密接 
でないような気がする。ハンドボ 
1ルの普及はもうすでに十八 刀 進ん 
だのだから、これからはメジャー 
スポーツに押し上げるを力をしな 
くて はならない。それには実業团、 
学生、その他熱意のある人々(改 
めて W 周年号を読みかえしたがそ 
、っいう 人はいっぱいいる)を顧問 
に迎え、 いろいろと 懇談して よい 
企画をたて、会長に後押しして賞 
うこと が先決だ。 

斉藤会長の実力をもってすれば 
企業もマスコミも大いに協力して 
くれるものと確信する。そしてマ 
イナ ーより メジャ ー へだ。 


追って大学 7 年を 3 年の われわれ 
が追い駆ける執念と努力、そして 
優勝の夢を果たした喜びはおたち 
だけが味わった感激だと思います。 

昭和2:、巧年度の全勝、戦後の 
全日本総会の優勝、これは今の若 
い諸君とはおょそえんの遠い U 人 
制の時代であります。 

選手時代を終り、指導者の立場 
となり、 多くの数え子たちにがし 
私は常に基本に忠実であれと基本 
重視を強調してきました。 

最近は外国選手との交流も多く、 
接触する機会にも恵れ、特に 19 


79 年の世界ジュニア女子選手権 
大会の团長として西ドィツ、ユー 
ゴスラビアへ遠征した時を含めて、 
また日韓高校交流大会を通じて、 
日本としてはどう あるべき かを私 
なりに 感じるものがありました。 

一番大切なことは、人々の話を 
聞くことが 大切 だと 思います。 

同じこともいつているから新し 
いものではないとい、っ自己ィズム 
は、人のいうことを聞こうとしな 
いことであります。 

日本選手は何回外国へ遠征し、 
試合してきたか数えられないくら 
い経験しています。 

カッコいい球さばき、流れるよ 
うなパスワーク、それだけがハン 
ドボールと思っておられるなら大 
間違いだと思います。日本のハン 
ドボ！ル、特色のあるハンドボー 
ル、日本にしかないハンドボール 
が必要ではなかろうか。背が大き 
い、パワーが優れているだけが競 
技を左右するわけではない。日本 
人だけができる技をもう一度原点 
にかえって考えて見る必要がある 
のではないでしよ、っか。極端ない 
い方をすれば、日本選手は佐渡ヶ 
島で隠密特訓をして世界大会じ臨 
むべきであると考えます。 

もしそのようなことはできない 
というなら情報を獲得できる体制 
を確立することが肝要であります。 

今、日本が世界の日本を目指す 
なら基本と情報、隠密特訓が日本 
のハンドボールをより高いものに 


思いお 
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斌"まごころのおつきあい"が；ムたちのちツ h - です。 
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ずることができると思います。 

川.ンドボールを愛する一人とし 
てこんなことを考えております。 

このおから高岡法科大学にハン 
ドボ；ル部が創立され私が面倒を 
枉 .ることになりました。 

おの倩念と私の思いを若い学生 


にブッツケてやって見 力.いと 今か 
らわくわくしております0 
機関誌発刊 3 0 0 号を祝し、私 
のった ない一文を 寄稿で きた こと 
を感謝し、機関誌の充実とご発展 
と日本ハンドボールの隆昌を祈念 
いたします。 




a 本協会は、昭和？：5、年ごろ、 
「臨会報」といぅ機関誌を関係者 
に配ホしていた。 

おも、2、3回それを手にした 
がいつの間じか消滅。 

学窓を卒えてマスコミの世界に 
入ったあとのある日、当時の協会 
幹部のかたと雑談している時じ、 
「協会報」復活が話題となった。 

そのころ、ディリ^~スポ I ツの 
東京に立教で活躍された小川励行、 
関西に関学黄金期のエース、渡辺 
一己の両氏がおられ、私は、この 
お二人が手をさしのべて下されば 
か書き手"は十分に揃う、問題は 
協会側の体制、と言った。 

この話を聞いていた同席の新日 


本スポーツ紙の主宰者、宮沢を之 
巧が発巧の面倒を見て下さると言 
い、資金面は式場隆一二郎会長(故 
人)じ相談しよ、っ、となったもの 
だ。 

この思いつきのプランは、順調 
に走り出し、昭和お年の 5 月創刊 
号が"完成"した。復刊号とすべ 
きかどぅか迷った記憶がある。 

それから茄年、今月で 300 号。 
よく続いていると思ぅ。 

競技団体の多くは「機関誌の刊 
巧」を事業の一つに組み入れてい 
るが、ほとんど発行—休刊—復刊 
の繰り返しで、やがて復活のメド 
がたたぬ眠りに入る。その点、 
「ハンドボール」は歴代スタッフ 
の、文字通り「必死」のを力で息 

をついている。誇っていい。 

私も、「必死」になった時期が 
ある。撤夜で原稿を書いた思い出 
が、今では懐しい。 

機関誌の難しさは、内容が堅く、 
体制側の情宣活動にぺージが埋ま 
るためのマンネリ化にある。 


商業誌ではないため、この線か 
らの脱皮が難しい。 

スポ I ツィベント社が商業(専 
門)誌を送り出すよぅになって、 
機関誌の立ち場は、ますます厳し 
くなつてきているよぅ だ。 

それだけに、毎月キチンと刊行 
され、 300 号になったのは凄い。 

もちろん、内容的には注文もあ 
る0 

体制内の人たちが、少しも自分 
たちの活動(事業)を、機関誌を 
通して PR しようとする姿勢が感 
じられぬのは、最大の不満だ。 

機開誌に目を通していれば、日 


本協会がなにをしようとし、なに 
をしているかが分からなければ、 
本当は、発行の意味がない。 

機関誌がつづくかどうかは読者 
の力でもなければ、広告提供者の 
善意でもない。日本協会そのもの 
が、この刊行事業をどう活用する 
か、真面目に取り組むかどうかな 
のだ。読者たちは、その意気を誌 
面から感じとれば、少々、巧容が 
官報的でも、.つきあって下さるに 
ちがいない。 

4 0 0号、5 0 0号を迎えられ 
るかどうかは"この一点"につき 
上、 つり 




機関誌「ハンドボール」 300 
号 おめでとぅ ございます。私が機 
関誌と出会ったのは、昭和％年関 
東学生ハンドボール連盟の学生委 
員をしている頃である。当時日本 
ハンドボール協会は、ぉ茶の水駅 
聖橋際にあった岸記念体育館の中 
に日本体育協会などと一緒に入つ 
ていた。本造の建物、を関右側の 


細長い建物の2階にある細長くて 
狭い部屋だった。あの頃からすで 
に W 年、日本ハンドボールの発展 
には目を見張るものがある。 

私にとってのハンドボ I ルの思 
い出の一端の紹介とこれからのハ 
ンドボールに思いを馳せて、 30 
〇号のお祝いとさせていただく こ 
とにする。日本ハンドボール協会 
創立が周年記念式典が昭和 S ? 年に 
行われたが、その前後からほぼ W 
年余を私は日本ハンドボール協会 
の理事などとして仕事をさせてい 
.ただいたことになる。この間、日 
本協会のが団法人化、賛助会の設 
置、国体二部の実施、ロサンゼル 
ス•オリンピックへの 参加、創立 











新しい時代を作ってゆくのは、 

新しいひらめき。 

そして、ひらめきを実現してくれる 
素材が求められます。 

常に新しい技術で新しし、夢をかなえる 
素がをお届けしてきた日新製銅。 
これからも時代に応える 
新しい素がをみつめてゆきます。 



月日の素がをみつめる 

已新穀麵 

吏をま R 千け fflR 力.のホ 3- d-l 


ままが干れ西区化の内3- 
(巧国巧ヒル）な03- 216-551 1〒100 


那阐年な どが あった。記念式典は、 
が词年、が周年とも斉藤会長のも 
とで 実施されたが、担当の 一人と 
してささやかではあるが、さわや 
かで記念すべきものであったと思 

つている。 

昭和巧年には、モスクワ.オリ 
ンピックに出場が決定しながら、 
日本の不参加で出場を断念すると 
いぅ ことがあった。 この 時は、バ 
レ！ボ I ルもバスケットボールも 
サッ カーも日本は出場資格がなか 
ったので、我が日本ハンドボール 
にと つてはまたとないチヤンスで 
ちっただけに誠に残念であった。 

さで、これからのハンドボール 
じついてであるが、競技力の向上 
じついては他の方々からの提言が 
あると出 じ：、 っので、私は学校教育の 
みで め ハンドボールの在り方につ 
いで袖れてみたい。平成元年度に 
文部甚から告示された新しい学習 
指導要带は、現在の移巧期間を経 
て、中学校は平成日年度から、高 
等学校は平成 C 年度から実施され 
る。 体诗では「運動に親しむ習慣 
の肯 成」 と 「健康の 増進と 体力の 
巧 上」が目鴨と して明示されてい 
る。 これは生涯体育. スポ！ツの 
親なを重祀したためである。体育 
め. な-討の棘の I つと して、中学巧、 
巧等ザ校とも運動の領域•種目を 
生能が選报して履修す ることが で 
きるようじなることが大きな特包 
であ， る。ハン ドボールは D 球技の 
顧域の中の穂目としてを置づけら 


れているので、学校の特色、地域 
の状況、生徒の実態に応じて取り 
上げる ことができる。これからは、 
学校教育の中における ハン ドボ I 
ルの 良さと 楽し さの理解をさらに 
深めて多くの生徒が選がすること 
ができるよぅに努力することが必 
要で ある。また、ハンドボ ー ルの 
指導に当たる教師の指導力の向上 
を 図る こと も必要で ある。さらに 
特別活動の一つであるクラブ活動 
の部活動代替も巧能と なる ので、 

無からの出発 


教科体育の中でのハンドボールの 
指導と併せて、部活動としての 
「ハンドボール部」の活動が重要 
なものとなるので、ハンドボ—ル 
部の振興発展も重大な課題である。 
指導行政担当の一人としてこれら 
の課題について努力していきたい 
と考えている。 

すべての学校でのハンドボール 
の実施とオリンピック大会での優 
勝に思いををめて、今後の発展を 
さらに祈ります。 


高橋滿年 



昭和の年新居お工業高校ハンド 
ボール部が創部。創部当時の社会 
は敗戰後の混迷が態から未だ立ち 
直れず、すべてに乏しい時代であ 
つた。ともすれば目標 さえ 見失い 
がちな暗±の中を、互いにハンド 
ボール競技を通じて明るさを見い 
出そぅと努めていた。 

当時、愛媛県下にハンドボール 
部は無く、先進県の香川へ出向き 
高松第一高等学校に練習試合をお 
願いし、夜は教室を借り筵をかぶ 


って蚊の襲撃を防ぎつつ泊り、翌 
日3試合して帰るなどの練習を重 
ねていた。 

第3回西日本大会に出場したく、 
生徒たちは合宿練留をしながらア 
ルバィトをして部費を貯め、各家 
庭で下着のシャツを黒に染め試合 
用ユニフォームをつくり、米持参 
で大会に参加した(当時、米は配 
給制であった)。が、念願の西日 
本大会「西宮」では1回戦に敗れ、 
勝つことの難しさ厳しさを思い知 
らされたが、その試合経験は生か 
され、基礎練習からのやり直しな 
ど、閱志を燃やし練習に耐えて い 

った。 

その時の ことで ある。初の西日 
本大会出場に生徒たちは意気楊々 
としてサッカ！ボールを提げて大 
会に臨み、初めて本物のハンドボ 


1ル球を見て晒然となった。帰路 
全員で金を出し合いボールを買っ 
たなど 今では 考えられないよ、っな、 
•新居浜にハンドボール球のない時 
代の出来事であった。 

そのぅち愛媛県にもハンドボ I 
ル協会ができ、第1回全国高等学 
校選手権大会県予選会が開催され、 
新居‘淚工業髙校、松山東高校、今 
治西离校の3校リーグ戦の結果、 
新居浜工業高校は2勝を挙げ全国 
大会出場権を獲得した。 

が、学校に遠征費が無くやむを 
得ず出場辞退となった時、この日 
までの練習に耐えた生徒たちの口 
惜し さを 思い、共に涙した ことを 
思い出す。 

こぅした創部時の苦闘に堪え抜 
いた先輩たちにより、しっかりと 
した基礎が作り上げられ巧年の第 
目回国民体育大会四国予選に勝ち、 
初めて第5回名古屋国民体育大会 
に出場することができた。新居浜 
H 業高校ハンドボール部にとって 
記念すべき年となったのである。 

へばっても、へばっても、なお 
立ち上がる気力を持ち続け、激し 
い練習を積み重ねた先輩たち故に 
後輩の全国大会出場と なるとん か 
らの援助をし励ましを おくる。 そ 
の先輩たちを手本に後輩たちもま 
た「決勝進出」を合言葉に、それ 
ぞれの工夫を加え、益々厳しい練 
習を重ね着実に伝統を築き上げて 

ぃった。 

その努力の報われる0が来た。 







昭和化年 ぉち 3 U 、 度根総をグラ 
ン ドに がけを 第の回全国离等学校 
遷手摧 おを にがいて、大阪お方高 
等学校とのが腮 戦、9巧8で優勝 
した。 

巧峨 からどの試合も息詰まるょ 
ぅな接戰であり、 特に準々決勝、 
準決勝、化離戰の3試合は実力伯 
がの戦いであったが、日頃練習時 
じ.叩吾据 まれた「ラスト 3分頑張 
れ」 の 精神力が勝利を挙げたので 

重。 



曰体専武道科の入試で得意の手 
禪禪おに W m 近くの驚異的な記録 
を化して高嶋先輩に認められ、ハ 
ンドボール界に入る切っ掛けとな 
つた。ポィントシューズをはいて 
诚 m のサッヵーコートを U 人で走 
迴ってゲームに熱中した若き青 
を時代の思い出は忘れることはで 
きない。戦後は母校の県立山口中 
をに奉職、；3年、 S 年と県下を謙 
習して初めて山口中学に部をつく 
つた。そのがの主将が西山逸成 


本当に長い道でぁった。素足で 
グラウンドを走り回った創部な来 
訪年目の初優勝でぁる。全試合走 
り切る体力づくりと、どんな接戦 
にも得点するための何 W 回の反復 
練習にも耐ぇ抜いた各代の部員一 
人一人の重みを思い、感動を味わ 

いつつも、サッカ}ボールをひっ 

さげて胸を張って大会に臨み、本 
物に出会ってからは持参したボ I 
ルの持ち手が無くなったなどの遠 
い日々を陵しんでいる。 


(防大教授)氏である。西山巧は 
巧年山口大に入学、部を創立して 
いる。山口高が第1回 ィンター ハ 
ィに 3 位に入賞、その勢いに乗じ 
一般男子の山ロクラブは活躍し、 
第 7 回国体の初の天覧試合に全東 
京を破り、田中龍夫県知事が感激 
の余りグラン_ ドに 飛び出して固い 
握手をされた。8回で準優勝、 W 
回園体で念願の優勝の栄冠を獲得 
した時の感激も忘れることはでき 
ない。 

その後、％回山口国体ょり 7 人 
制になり、近森氏の居た徳山高が 
男女共優勝の偉業を成し遂げてょ 
り、下関中央エ、岩国エ、下松エ 
等全国大会に優勝し、ハイレベル 
の県に成長した。私は洗年山口大 
に転勤して％年勤務したが、学生 
界の発展に寄みし、山口大も平成 


2年8月創立が周年記念式典を行 
なった。在勤中は審判審査委員、 
学連審判長として歴任し、国際審 
判員としてを日本—西ドィツ、全 
—スウェーデンのレフェリ^~ 
をし、また初の日中交流の一環と 
して中国遠征したことも私の生涯 
の思い出となった。 

「現をの状況のみが」 

現在の協会運営についてはいさ 
さか疑問をもつものである。現在 
が非常に重要な時期であり、全国 
の役員が I 致団結して協力体制を 
つくり、 アジア選手権に向かって 
全力を尺、すべきである。次に海外 
遠征等についても必ずしも好成績 
とはいえない。この為のが策とし 
て 「トレ ー ニングの科学的処方」 

を今まで上に研究に研究を重ね、 
選手の筋力、持久力、瞬発力の増 
強を図り、、心、巧、体、のムの卜 
レーニングをも重要視する必要が 
ある。ジュニア層を含めて、海外 
遠征等にがする多額の個人負担を 
輕減すべきである。選手に困惑ん 
を与えるょぅでは実力は発揮でき 
ない。次に「マスコミが策に遅れ 
をと つている」。これは、強力な 
全日本が好成績をあげれば関んも 
高まり、 マスコミも黙ってはいな 
いと推察する。しかし、このが策 
は非常に重要であり、全力を挙げ 
てが策の捻出を切望する。 

「未来への提案」 


1990年代はハンドボールを 
「如何にメジャースポーツ化」さ 
せるかにある。その為にはまずア 
ジア選手権に優勝し、オリンピッ 
クで入賞できる強力な全日本をつ 
くり上げることである。そぅなる 
と、マスコミも動き、世間の関ん 
も高まり、次代の青少年層も生ま 
れてくると確信する。如何にして 
強力な全日本を作製するか、これ 
にはまず外国ょり有名 nj チを招 
聘して世界に通用する作戦、載術 
を研究すること、海外遠征をジユ 
ニア も含めて実施し、豊富な経験 
を体得させること、そして有望若 
手選手の発掘育成が必要である。 

次に将来の普及発達じついて指 
案する。まず小学生が輿である。 



十年 I 昔と いぅから、私が「ハ 
ンドボ I ル」の編集に携わってい 
たのは、 もうふた むかし も 前の こ 
とになる。 杉山茂さん と 2人で編 
集をしていたのは、 196 7〜1 


それにはまず指導者の育成が急務 
であり、楽しみながら技術を覚え 
させる方法、小さなコートで面白 
いハンドボ！ルを体得させては如 
何であろぅ。そしてゲ}ムを楽し 
む習慣を習得することにより興巧 
も増して技術も覚えてくることと 
信ずる。次に中学、高校の普な発 
展について、現在授業でも実施し 
ていない学校が如何に多いことか。 
この為には指導者の養成講習を県 
教委等主催で実施してハンドボー 
ルの良さをよりよく認知さすべき 
である。 

次にレフ卫リー部門の増々の発 
展を図り、国際審判を養成して才 
リンピック等にも参加できる体制 
を獲得してほしい0 


972年度までの6年間のことで 
あった。「ハンドボール」が季刊 
から月刊に変わって3年目からの 
ことである。 

この6年間実にいろいろのこと 
がぁった。協会創立 W 周年、念願 
のミュンヘン•オリンピック初お 
場など当時のハンドボール界にと 
って明るい話題もあった反面、女 
モ化界選手権出場申込みミス、そ 
れをキツカケにしての鈴木会長辞 
職などの芳しくない事もあった。 
この世界選手権を東西世界の対立 
の狭間に流会になるなど、今日の 


過去の思い出 

靡田信義 


ふたむかし前の 

「ハンドボール」 藤本強 











敕治情勢からは考えられないよう 
な事も起きた。 

こ、っしたなかにあって、「ハン 
ドボ！ル」は二っの性格を合わせ 
もっていた。一つはそのころのハ 
ンドボール界の唯一のハンドボー 
ルの専門誌としてのものであり、 
他方では、日本ハンドボール協会 
の広報誌としてのものである。こ 
の両者をどのようにして調和させ 
ていくかが一つの大きな問題であ 
った。 

また日本ハンドボール協会の施 
樂の両輪でなければならない「強 
化」と「普及」、ともすれば二者 
が一のように取り上げられる両者 
の問の関係の調和を紙面の上でど 
うするかも大きな課題であった。 

『オリンピック初出場』、これが 
逆時のハンドボール界にとって最 
大のキャッチ•フレ]ズであった 
が、それにむけての海外遠征、長 
期の強化合宿、これまでにない強 
が採られるなかで、ともすれ 
ば，普及」の而がおろそかになり 
がちな当時、全国のをチームが読 
をである「ハンドボール」ができ 
在こをはないか考えることもしば 
しばで.‘あった。 

こうした情勢を受け、種々の状 
況を考慮して、編集の基本方針と 
いうような大装榮なものではない 
が、考えていたのは、頂点強化の 
一靖として、外国の状況はできる 
かぎり多く盛り込む、特に諸外国 
のトップ*プレーヤ^ —の名前、特 


徴などを採りあげる。外国の文献 
を各チームが利用しやすい形で紹 
介する。国内にあっては、地方の 
大会の記録をできるかぎり紙面で 
報道する。特に全国大会の予選は 
細大漏らさず採りあげるようにす 
る。このよ、っにして全国どのよう 
なチ J ムにも何らかの形で、情報 
という形で還元するような雑誌に 
したいということであつた。 

外国の情報は、杉山茂さんが N 
H K という報道機関に所属してい 
たことでかなり果たすことができ 
た。また、ハンドボール協会に送 
られてくる西ドィツの週刊ハンド 
ボール専門誌『ハンドバル•ヴォ 
ッへ』、国際ハンドボール連盟か 
らの広報紙を利用することによっ 
てかなり盛り込むことができたと 
自負している。 

国内の各種大会のものはやはり 
杉山さんの所馬と努力によること 
が多かったが、それぞれの地方の 
連盟の役員の方々の協力が何より 
も有難かった。また、当時の全日 
本チ I ムの監督であったが田さん 
の記事、大阪の光嶋さんの写真な 
ど多くの方々の積極的な協力も忘 
れることができない。 

こうした方々の積極的な協力が 
あってはじめてできた雑誌であっ 
た。あらためてこうした皆さんの 
協力に感謝したい。 

外国の情報、国内の諸大会の記 
事、戦略面•戦術面•練習内容な 
どの紹介、これを一一一本の柱として 


紙面を構成して、協会の広報紙と 
しての性格をなるべく薄め、多く 
の読者に親しまれる紙面にするこ 
とを必掛けていた。こ、っした意図 
が十分に果たせたかどぅかはわか 
らない。しかし、努力はしたつも 
りである。 

いざ実際に編集をしてみると、 
月刊で雑誌を出すことがいかに忙 
しいことなのかあらためて思い知 
ることになつた。 

当時、雑誌の印刷を頼んでいた 
のは、池袋の近くにあった高橋活 
版といぅ印刷屋さんであった。每 
月、ここで夕方から杉山さんと2 
人で出張校正をし、その月の雑誌 
を作り終る。すぐに来月号の編集 
プランをその場で考え、それぞれ 
が担当できる-のをか担する。 

できたものから次々に印刷に回 
し、足りないものは補っていく。 

記事だけでなく、写真も必要で 
ある。少なくとも表紙には質の良 
い写真が必要であるし、紙面のな 
かには、そのが況がょくわかる写 
真が必要である。各種の大会があ 
り、多くの写真が手に入る季節は 
いいが、大会のない月にはこれが 
頭の痛いことになる。種々の大会 
に写真を撮りに行くこともしばし 
ばあった。こ、っしたなかで、多く 
の方々と交流を深めることができ 
た。多くの知人ができたのも「ハ 
ンドボ！ル」の編集に関わってき 
たからである。 

杉山さんもおも他に勤務を持ち 


ながらの月刊誌づくり、普通の時 
にも時間のやりくりでかなり苦労 
を強いられた。ましてそれが、お 
互いに長期の出張で、東京に居な 
いこともある。こぅした時の大変 
なことといつたらない。巧刷も現 
在の巧刷と違い、一字一字活字を 
拾ぅ本格的な活版印刷であり、時 
間もはるかにかかった。私個人に 
とっても、大学でもっとも大きな 
事件のあった時にもあたっており、 
数多くの思いがある時期である。 



山梨県ハンドボール協会の創立 
は、昭和记年；：：3月であった。爾来 
が数年同協会と歩んで来た筆者に 
とって、思い出は尽きない。 

戦後の窮乏と混冥のなかで、ス 
ポ I ッ復興への兆しは見られたも 
のの、未知不毛の地に新スポーッ 
を育成することは並大抵ではなか 
つた。まず山梨師範と山梨青年師 
範の男子部と女子部にハンドボー 
ル部を新設して練習を開始し、県 
下に同好者を求めて役員を委嘱し、 


忙しかったが、将来への大きな 
夢がハンドボ1ル界をぉぉってい 
た頃である。その一翼を担ってい 
るといぅ考えが強かった。今にな 
ってみれば、すべてが遠き、良き 
想い出である。 

ハンドボール界の将来とともに 
おが I 時期関係した「ハンドボ！ 
ル」もより一層成長することを、心 
から願って、関係者の努力を期待 
したい0 


ルールブックと首っ引きで全県的 
な講習会を重ね、ハンドボ！ル競 
技の普及と啓蒙に努めた。 

昭和の年 W 月、久留米巿(福 
岡)で開催された第3回国民体育 
大会に初陣の山梨師範女子チーム 
は、女子学生の部で優勝し、さら 
にこのチームは帰途、一宮市(愛 
知)で開催された全国師範•青年 
師範大会において、山梨青年師範 
男子チームと共に男女の部を制覇 
し、協会の発足に輝やかしい花を 
添えた。 

当時の山梨師範女子チームは常 
勝の実力を備え、同チームの OG 
を主力とした「全山梨」は、全日 
本選手権大会女子の部で、第1回 
から第日回頃まで優勝または上位 
成績を収め、山梨県ハンドボール 
の名声を全国に高めた。 


山梨県八ンドボ—ル協をの回顧 

お屋正 
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隅餐劍ぶ後間もない昭和別年の 
召じ、喪：4回国民体育大会関東予 
選大会をザ郁で、さらに昭和 S 年 
ぷ巧じ、第5回全日本選手権大会 
を富十吉田ホで開催し、越えて昭 
巧別年9月に、高松宮殿下台覧の 
ドに、当時世界無敵のドィッチー 
ムをの菌際親善試合を甲府に誘致 
したことは、いずれも協会の組織 
の骑化とハンドボール競技の普及 
と発辕を企図した結果であった。 
よた、当時の主要大会には、その 
後日本協会の指導者となった荒川、 
拥鴨.、徳永、入江、安藤、松本な 
どの諸氏が、現役の選手として活 
躍していた ことを 思えば、 まこと 
じを昔の感に堪えない。 

晒和记年よりハンドボ I ル競技 
の女子の部は、 U 人制より7人制 
じなめられた。 

昭和別年の学制の改革により、 
植來山梨県ハンドボールの基盤と 
なって活躍した山梨師範•山梨青 
年師範は廃校となり、その後は伝 
統を継ぐ新制高校の活躍を中んと 
する時化となった。新制高校では 
ときじ消長はあったが、男子は日 
川高校、甲府工業高校、塩山商業 
高校などが、女子は山梨高校、日 
川高校などがそれぞれ県内の王座 
を占めていた。が外的には昭和記 
年7月、足利市(栃木)で開催さ 
れた第3回関東高校選手権大会で、 
男子の日川高校と女子の山梨高校 
が アベック 優勝を遂げた こと、ま 
た昭和 W 年8月、隹人町(鹿児 


島)で開催された全国高校総合体 
育大会の女子の部で日川高校が優 
勝したことは、いずれも特筆すベ 
き快挙であった。 

この間成人男子では、昭和が年 
代には塩山クラブが、 W 年代には 
日川クラブが、それぞれ全日本ク 
ラブ選手権大会などで活躍し、女 
子では昭和 S ? 年に実業团チームと 
してシ、ャトレーゼが誕生し、現在 
日本リーグで法目すべき活躍を続 
けている。 

思い出の最高にして最新なのは、’ 



横断壽•のぼり、旗々 

の羽田出発 

当時、全員借金だらけのお発 

当時の国際線発着は羽田空港か 
らであり、海外に巧くこと自身珍 
らしく大事業だった ことは 確かで 
ある。全員喜びはともかく、悲壮 
感も漂う出発であったが、各自の 
名前を書いた各様の横断幕やのぼ 
りそして旗などが振られ、万才の 
掛け声と ともに 見送りを 受けた。 


昭和が年 W 月に山梨県で開催され 
た、第が回国民体育大会「かいじ 
国体」での偉業である。この大会 
で山梨は、成人男女4位、少年男 
子3位、少年女子準優勝と健闢し、 
男女総合1位、女子総合1位の快 
挙を遂げ、天皇杯47 7 . 5点、 
皇后杯2 56 • 5点の偉業達成に、 
その一翼を荷なぅことができた。 

現在山梨県のハンドボールは、 
「かいじ国体」を契機とする新し 
い飛躍に向かって、逞ましい前進 
を続けている。 


今では考えられないてれくささを 
味わった。 

当時1ドル365円の頃、1 人 
60万円(現数百万円)の支出は、 
それぞれ無理をした金額だったの 
だ。私など、父親に借金し、今だ 
に 半分 も 返金していない。 もっと 
もその父も遠く他界しており、た 
だ冥福を祈るのみだ。 

気流と霧の関係で約2時間早く 
パリ空港に着いた孤独な集团、卜 
ィ レから 数人出て来ないのに驚い 
た。それは換金前であり小銭がな 
く、チップをおえず困っていたの 
だ。1ドル札をおって全員救いだ 
す笑えぬ話もあった。 

初めての 7 人制試合 

日人巧墅 . 1 人防御 


ドイツスポ—ツ百年友好使節固 

当時、不十分な郵便物の解釈か 
ら欧州では全部7人制に切り換ぇ 
たことを現地で知り、 U 人制の選 
手構成で遠征した我々は、初戟か 
ら戸惑ったゲ I ム展開を演じた。 

5人攻撃1人防御の我がチームに 
「なぜ1人残っているのか、6人 
攻撃6人防御は常識だぜ」と指摘 
される内容だったわけだ。これが 
現在7人制の隆盛を見ている昔話 
だったのだ。 

世界選手権でルーマニア、チュ 
コに完敗したが、西ドイツ連盟の 
好意で、予選後も選手村に宿泊し、 
試合見学ができたことは大へん幸 
せであり、かつ非常に勉強になっ 
た0 

日独スポーツ百年友好使節のを 
目をもらっていたためか、日本大 
使館で大歓迎を受けた。刺身、ホ 
1 レン草、かつぶし、たくわん、 
梅干、のり、にぎりめし等、日本 
食を半ばあきらめていた我々、中 
には地獄に仏と涙ポロポロで食べ 
た者 も あったやに聞いて いる。 

再びフランスへ 

夕食会•式場会長の思い出 

世界選手権後、ドイツ、チュコ 
を乾戦、再びフランスで友好を深 
めるため再入国した。フランス料 
理の夕食会は何んと苦痛だったこ 
とか。約3時間の間合い、ひとつ 
の料理が来るのに約 W 分、大いに 
まいつたものだ。それはワインは 


初のおか遠征•こぼれ話 

松本重雄 
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一が.だけと監督の指示もぁったが、 
アベックの相手チーム、チョンガ 
!の我がチ I ム、はじめは知った 
販りの挨搂用語を酷使した として 
も、また、顔を見合わせてにっこ 
j リ したとしても 長い間が持つわけ 
がなかろぅ。 

今は亡き式場会長は大へん博識 
でぁり、旅行中に芸術、風俗、国 
際情報について多くの有意義なお 
話しを聞かせていただき感謝して 
ぃる。 

ィスラエル遠征(：=人制) 

モーゼの十戒•圃づくり 

今回遠征の最後にイスラエルに 
人ったのは日本人として珍らしい 
こ占で、イスラエル建国のイデオ 



一流とされているレフ エリーと 
そぅでな.いレフエリーの 相違に つ 
いでは骗でも常に大きな興味と関 
ムあるトピックとしての価値をみ 
とかることである。 

今までに□本に来て吹いた外国 


ロギーに感動し、キブッ(集団農 
場)や隣接国との国際情勢につい 
て大へん勉強になった。我々の訪 
れた期間はモーゼの苦難を僧ぶ週 
間だったので、パン食禁止で大き 
な クラッカー で節食して いる 期間 
をょいこと に、米飯をたっぷり満 
喫した。おまけに大洋漁業からマ 
グロ1匹の寄贈ををけ、まるでマ 
グロ週間だった。 U 人制は日本の 
完勝。 

まとめ 

何ごとも初めての経験であった 
が、現在の試金石として幾かか役 
立ったと全員誇りをもっていえる 
だろ、つ。 


のレフエリーや海外遠征に参加し 
た諸氏が体験見聞したレフエリー、 
日本国内での各種大会でのレフエ 
リーについての感想にはさまざま 
のものかあろぅ。もちろんのこと.、 
ゲームレべルによって、あるいは 
チームレべルによってプレーヤー 
やコーチのやり方とかルールの理 
解程度などにも差があるのは否定 
できないし、また、レフエリ—の 

判定基準も全く同じものではなか 
つたはずである。不撤底で片手落 
ちなジャッジや、見のがしとか見 
そこない状況も見られたはずであ 


る。そしてまた、同じベアでもゲ 
1ムによってはまるで違う吹笛内 
容ともなるし、プレ I ヤーやコー 
チのエキサィトに捲き込まれてし 
まう場面もあったと思われる。先 
頃来日した西独のホフマン.プラ 
ゥゼ組は IHF のトップレフェリ 
!ぺア(ゴールドヮッぺン)だが、 
気になる吹笛が醫無だったとは言 
い難い。しかしそれでも何かが違 
うが：共通して我々が見習うべき 
ことは、ゲ^ —ムコントロ^~ルの適 
切さである。つまりゲ^ —ム全体を 
一つの流れとして演出する能力に 
格段の相違を認めることである。 

な下私見であるが要点を記してみ 
る0 

理念に反する行為には極めて煤 
格である。 

試合の流れが停滞す ると か、危 
険なプレー、アンフユアなプレ！ 
が単独か相互に関連してゲームコ 
ン トロー ルの障害となる事例には 
常に厳格でなければならず、これ 
らの予防につながるジャッジがゲ 
1ムコントロール能力(試合管制 
能力)の最大の要素である。換言 
すれば「意図的にアンフ卫ア斤為 
をするプレーヤーやチーム関係者 
にがしては必ず罰する」 という 信 
念を示すことである。このことは、 
放置すれば次第にエスカレートを 
招き、時としては重大な結果にな 
ることへの予巧措置になる。いず 
れもル I ルの意図、すなわちボー 


ルを対象としない相手の身体への 
反則行為の完全な理解が必須の条 
件である。 

ポジショニング(位置どり)、 
接おプレ I への巧経集中力の問題 

誰でも わかっている こと だが、 
反則を見のがすとかアドバンテー 
ジ適用のまずさの原因は、その多 
くがポジショニングの悪さにある 
ことを 再認識すべきである。セン 
夕！ラインから フリースロ I ライ 
ンまでの間の動きの多様さが合理 
的であれば、従来吹きすぎていた 
ことや、吹きたらなかつたことな 
どが新たに理解できるはずである。 
プレー ザーのホ '^ルコントロ I ル 
が続いている状況を観察しながら 
の気くばりこそゲームコントロ！ 
ル(アドバンテージ)の真髓と考 
える。レフェリ^ —の意図がプレ^ 

ヤーに十かに伝わる動きと吹笛 

(コミュニケーション)こそ一流 
レフュリ^ —が必らず備えている能 
力であり、それが良い意味でプレ 
1 ヤーへフィードバックされ、プ 
レッシャーとなるべきである。 

アドバンテージ適用は状況を 読 
んでできるだけ長くしてはどうか 

この件こそ レフェリー の個人差 
が最も端的にあらわれる ことで あ 
る。 レフ卫リー 教育の基本は常に 
この件の地域差、個人差の解消を 
目指したスロ！ガンになっている 
ことで ある。この場合、 レフエリ 


1は意図的に反則を見のがす場面 
があらわれるが、現在の我々の身 
のまわりでは些細な現象の取り締 
まりで フリー スロ ー の連続に ょる 
中斬が多発する傾向が一般的であ 
る。試合の山場、見せ場をプレ I 
ヤーにもつくりやすくするととも 
に、観衆にも理解させ、楽しませ 
る気くばりをはたらかせなければ、 
ハンドボ I ル自体がオモシロサを 
失なぅにいたるであろぅ。 

ゲ—ム コントロ I ル能力につい 
て 

ゲームコントロールとは、ル I 
ルの意図することの完全な理解、 

ゲームの先読み能力、ポジショー ー 
ング、アドバンテージ適用能力な 
どの要素の積み重ねであり、しか 
も これらは リズム、タィミング、 
気くばりといった客観的に対比し 
たり 立証した りすることのできな 
い各種の方向線(並行、交錯、反 
巧状態)で形成される。 これこそ 
ゲーム経験の多寡にょる差、ゲー 
ム内容の質的な差から日本やアジ 
ア諸国のレフユリーにとって常に 
古くて新しい問題で ある。 

ゲ—ムコントロール能力の養成 
はつまるところレフユリー経験を 
多く積み、個々の担当ゲームで目 
標をたてて向上につとめるしかな 
ぃのでぁる。レフ卫リ1技術は経 
験でしか得られぬことが大部分を 
占める。たとえば、笛の音量につ 
いても反則の種類や状態によって 


審判エッセイ 

光島磯雄 
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強弱長堤の変化をつけることが推 
赞.されて.いるょうに、笛をコミユ 
二たーシヨンの道具じずる技術は 
染階に行動で経験しなければ身に 

つ^ことではない。 

補心，未熟のうちは反則を見の 
が寸まいとの意識過剰なあまりァ 
ドバンチ]ジ適用範囲を規制ずる 
お向もみらわるが、これは一日も 
早く脱却する進歩がのぞまれる。 
ただレブリーの差をなくそうと 
することがルールの理解とかフィ 
ブトネスの{化壁さを求めるあまり、 
極端な画 一 方向に進みはしないか 
という-一種矛盾した疑問にもつき 
あたるが。ゼスチユァやシグナル 
じしで、もそれぞれ個性があるのも 
現实であり、コァの部分な外はこ 
だわ。でいない現象を否定してい 
ないのがインターナショナルでも 
ある。 

結びとして 

レフエリーのレベルアップとし 
て.郭補についての資質向上には、 
がをおいても I 流の現場をょり多 
くなることが早道であり、レフ卫 
り-—諸氏は1流を見る、現場に参 
加ずる、海外研修の機会をとらえ 
て参加するなど考えてはいかがな 
ものか0 

H 本のレフ卫リ I の海外での評 
伽はおして低いものではない。た 
だそのバックグラウンド、ヒンタ 
I ランドとも言うべき±壌の上で 
常.にづクタン価の低いガソリンで 


走っているような環境の改善が進 
められれば、ヮ}ルドレべルへの 


吹笛参加は决して遠い夢ではない 
と断言する次第である。 


八ンドボ—ルの過去*現在•ホ巧 

望月伸一二郎 



「過去の思い出」 

私が、昭和の年の高校1年から 
ハンドボールを始めて、自分が試 
合にプレ}しなくなったのは昭和 
が〜が年頃だと思ぅ。指導者とし 
てのハンドボ I ルは昭和 W 年に教 
師となって現在までのお年間。選 
手としての私は恵まれていた。全 
日本大会 3 回、国体 2 回の優勝経 
験は、サッカーと同じ 大きさ だつ 
た。7人制の競技では、第1回の 
大阪大会と国体の教員の部と全日 
本教職員大会に優勝したことであ 
る。指導者としてはィンタ1ハィ 
に監督で5回、近畿大会の優勝2 
回の経験があります。これは前任 
をの遺産で自分でチ ームを 育てた 
といぅ 自信はありません。それで 
自かなりに感じたことは、選手の 
自八刀はどんなに辛いことにも耐え 
るが技術の追求、作戦の研究など 
積極性に欠け、受け身の練習だつ 


た。指導者としては誰もが指導で 
きる段階と個性的な指導の限界を 
知つた。世界の人日巧億の頂点を 
目指すには、選手は受け身であつ 
てはならないし、指導者は科学的 
知識を十分に持つた個性的指導で 
なければ勝てない。要するに選手 
としての能力と指導者としての能 
力は別の要素だと知つた。 

「現をの状況分が」 

現在の日本ナショナルチーム男 
女とも過去の成績ょり低迷してい 
る。その原因はゲーム中のプレ1 
ヤ J の動きの少なさが一番のポィ 
ントであろぅ。それと基礎体力の 
不足です。ソウル•オリンどック 
韓国チーム男女とも体格の劣勢を 
走りと瞬発力、敏捷性でカバーし 
ての成績であると誰もが認めてい 
る。かつてィンタ I ハィ会場の体 
力測定で戦績上位を占めたのは関 
東、九州地区のチーム、体格の大 
きい東化、化海道地区は低位の戦 
績であつた、と形態と機能の相関 
を調べ報告した。化格は遺伝であ 
るが、機能はトレーニングで向上 
する。 國際的なが応はトレーニン 
グのプログラムとその遂行である。 


「ホ来への提窠」 

日本の少年サッヵーチームは世 
界 I 強いといわれるが、オリンピ 
ックではアジア予選にも勝てない。 
バレーもハンドも下降している。 

ニユ I -ジ' ~ランドのラグビ^—チ 
—ムは世界一強いが、シーズンは 
4〜9月の半年で、あと半年はバ 
スケットをやったりマリンスポ^— 
ツをして体を鍛えている。アメリ 
力のプロ野球選手じはアメフトや 
バスヶット選手が多いし、 ヨ1口 
ッパではタレントの発掘からナシ 
ョナル選手への指導が確立されて 
いる。日本のスポーツ指導者には、 
オールラウンドな体力づくりと技 
術の練磨、科学的指導が遅れてい 
る。中学•高校.大学で優勝する 
ことは大切な要素であるが、ナシ 
ヨナルに伸びるためには勝利を論 
めることもあろう。 ヨー ロツバの 


ナショナルの指導者は2千時間ぐ 
らいの学習成績とチーム指導の実 
績で資格がみえられる。資格がな 
いと指導できない。日本のハンド 
ボ I ルは全日本大会で優勝すれば 
ナショナルの指導者となれる。を 
い選手に恵まれたチームの監督で 
あった為に指導はなくともナショ 
ナルの監督になることもある。夕 
レントの発掘を如何にナショナル 
につなげるかの指導組織の確立。 
そのためには、ジュニア•シニ 
ア•ナショナルの指導者の資格と 
養成は急務である。 

指導をには監督、体力づくり、 
技術指導、トレーナー * スポ I ツ 
ドクターなどそれぞれのスペシヤ 
リストを協会はどのようにコーデ 
イネイトするかが頂点のが策とし 
て大切だろう。 




日本ハンドボール協会機関誌 
「ハンドボール」が300号の発 
行を迎えられたこと、、心よりお喜 


び申し上げます。機関誌に携われ 
た関係の方々のご苦労に感謝致し 
ますとともに今後の発展を期待す 
るものです0 

昭和；^年ハンドボールを知り、 
選手として、また審判を行なって 
まいりました。学生時化日本送球 
協会発足、また東亜競技大会が昭 
和巧年6月、関東大会、関西大会 
(奈良)が行なわれ、日本代表の 
一員として参加しました。が戦チ 
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1ムは在日ドィツ人チームで、試 
を結果は日本チームの2勝でした。 

その後、戦争の為昭和 U 年まで 
游巧にいて、同年 U 月大阪府に就 
職と共に大阪ハンドボール協会高 
体連の役員と して 普及発展の為、 
小学、中学、高校、大学、並びに 
他が県に指導にをり廻り、昭和^ 
年よりが年まで日本ハンドボール 
滿会理事と して、 が年より評議員 
として 現在に至っています。 

その間第1回高等学校選手権大 
会(於藤井寺)はじめ7人制室内 
大会(大阪府立体育館)、全日本 
敕聊員連盟設立等いろいろな思い 
化が あります。 

特に196.9年(昭和材年)、 

故おお会長、故渡ぶ副会長に呼ば 
れ.、国際ハンドボール連醒の審判 
講醫会に出席せよとのことでした。 
細部じついて故渡辺副会長より説 
巧がありました。その内容を簡単 
じ記すと、日時は1969年6月、 
場：所はスペィン(マドリッド)、 
裝加おはを国2〜4名。ただアジ 
テ地区では経験者が少ないし日本 
が J 需発糜しているので君に白羽 
の共が立ったので1人で行けとの 
こと々海别遠征は19 6 2年 U 月、 
円薛窝が第1回と第3回の韓国遠 
怔だけで今度の出張はん細さを感 
じました '0 

6お素京羽田空港にて故渡ぶ副 
会長の見送りを受け、ェールフラ 
ン K 跋南础りパリ行に乗りました 
が、啦なの左右はドイツ婦人とフ 


ランス婦人で英語は片言となるの 
通じず、ハンドブックで何んとか 
スチユワーデスに助けをかりパリ 
に着き、長い時間のように感じま 
した。パリでは、スケジユール表 
(国際連盟よりのもの)により7 
日間滞在中2試合の審判を行うよ 
う、日時、場所、チーム名、もう 
1人の審判員が記してあり、知ら 
ない所での行動は不安だらけでし 
たが、なんとかできた。その次は 
ローマへ巧きパリと同じスケジユ 
1ルで2試合審判を行いパリに引 
き返しスペィンに出発。スペィン 
(マドリッド)空港には当国の理 
事長他5名通訳の出迎えを受け、 
ホットしム強く思った。宿泊は全 
講習者は大学の寮でおは1人部屋。 
講習は午前9がより U 時まで学課、 
午後は4時より8時頃まで試合形 
式による技術を主体にしたもので、 
2日に1回の審判が割当てられた。 
私はアジアから1人の為毎回相手 
が変わり、言葉の点で大いに気を 


つかった。 巧日間で したが5 日 ご 
とに レクリエーシヨンがあり、セ 
ロビヤ地方の見闘午や踊、市内見 
学等が巧なわれ、終了パーティー 
は市内公園内で午後2時より斤な 
われたが、セレモニーが始まった 
のが午後6時頃でした。国際連盟 
会長ハンス•ハンマン氏、主事ア 
ルベルト.クブナ氏、他 W 人程の 
役員が並び、会長より今かち合格 
者に国際審判員証を渡す説明があ 
り 1番最初に 日本 山 田と呼ばれ、 
とまどいながら受取る感謝でした。 
午前2時頃レセプションが終了、 
よく頑張ったものだと思ぅ。 

その後、ユーゴで「タシマィダ 
ン杯」の大会があり、全日本男子 
チームも出場するので合流せよ、 
とのこと。 また、大会の審判をす 
る ことに なっていたので村田監督 
な下チーム面々にお会いしてうれ 
しいやらなつかしいやらで胸いつ 
ぱいになりました。帰りはまた1 
人化回りで帰国す。 


当時普及部を担当しておりました。 
委員会のメンバ！はハンドボール 
普及をどのようにしたらよいかが、 
当然のことながら話題の中んで結 
局原点じ戻り、基礎技術、指導体 
系をまとめ、冊子を作成したのが 
最初の仕事でした。これは広く指 
導者、選手たちに役立てるもので 
日本協会が初めて公認したもので 
す。夜を撤しての委員の皆様の熱 
の入れようは、想い出の一つとな 
つております0 

その後 1975 年に技術部に包 
含されておりました強化に関しま 
す活動を独立させ強化部をつくり、 
これが現在の強化のシステムの原 
型となつたといえます。いうまで 
もなく強化の仕事は、国内外での 
強化あるいは国際試合、そして最 
重点目標のオリンピック出場など、 
直接、間接にも日本チームを強く 
することにあります。しかしその 
目標達成は容易なことではありま 
せん。 

真の強化は、日本協会が責任を 
もって行なう 必要が あると 日頃思 
っております。 特に資金面に おい 
ては、 十分に考慮すべきです。そ 
の 基盤を是非つ くって欲しい と願 
つております。 

強化は時間との戦いです。次の 
大会の準備を怠るわけにはまいり 
ません。所語現場の指導者、選手 
たちに努力を強要させることにな 
り、その強要は技術、戦術へと目 
を向ける結果となります。戲術と 


いえばソウル•オリンビックで用 
いたディフ卫ンスシフトは、期待 
されるものがありました。防御巧 
術の徹底は、これからの戦術の盲 
点であるのかも知れません。防御 
技術の徹底からの攻撃展開は、一 
層ハンドボールの魅力を増すこと 
になると考えます。なぜならば攻 
撃展開を速くするからです。 

近代スポーツは巧術、戦術だけ 
では、相手に太刀 巧ちできない 様 
相と なってきています。すなわち 
戦略が必要です。戦略とは、相手 
に勝っために合理的にが処する技 
能と いえます。 栄養面、体力、ム 
の 問題(先般男子ナショナルチ I 
ムが自衛隊で行なった訓練は よい 
成果を挙げる ことでしよう)、 そ 
して 分析等の総合された働きかけ 
が必要と なります。 長期的には、 
チ！ムの内面的育成計画、外面的 
には、今後戦う であろう 相手チー 
ムを意識しての体力、技術、，精神 
的条件、広くは地理、.環境条件を 
も加味した計画実施が要求されて 
きます。このような 要件を満たす 
ためには、個人のレベルでは甚だ 
困難であり、多方面からの有識者 
の 力に委ねる こととなります。 

現場の監督やコーチあるいは選 
手たちが日頃努力している背景を 
一層実り豊かにするためには、 日 
本協会全体の強化にがして理解と 
実行がハンドボ1ルのょり一層の 
普及へ とつな がる ものと 確信して 
います 


夏の強化を願って 

遮辺慶寿 


1960 年日月に機関誌が刊行 
され、この 8 月号で実通算 300 
号を迎えるとのこと、歴代から機 
関誌の編集を担当された方々のご 
苦労と熱意、そして努力を中、むよ 
り稿ぅものです。 

私が初めて日本ハンドボ I ル協 
会の化事をしたのが、 19 71 年 
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JAPAN CUP SUPER GOAL 


谎齡 



も々 w ュ兰^だこぶ 古 - r を — r 占*、*- ぶ-、卜が 

授^%^おえ^% 


《GM-60 ゴールポストクロスバー 80r«n ち R 付（木製） 
支持わく巧を製ネットフック.王をフレーム 
ゴムが 

《 GM -60 A ゴールボストクロスバー抓咖巧 R せ(アルミ 
ニウム合を製）支持わく巧背がネットフッ 
ク - i さフレームゴム付 

日本ハンドボールな会おをェ《 

国際ウェイ hU フテインク連盟認定エ損 
曰本:クエイ I - U フテインクおを公認おち吳造販巧 
3本巧巧協会器械お是、1 
曰本バスケッ h •ポール腐を廊設 
曰本バド5ン K ン協会 
曰すタマチユアポクシンヴ運猫. 

曰本陸上規巧連盟検定品を作お売 
曰本化育施設谅会特別会■員 

みみ 上疑 S おエ巧 

本な t 130 度某巧*田区本所 4 T 目28>8そ 
S ほ （03)622— 8!71(代ま） . SOSe . 1758 
FAX (03)622-8175 


日本協会発足の頃 

が山准二 



昭が叫年 2 月 2 日、日本ハンドボ I ル協会 
は正ぶに， iHF にがし、日本の代表権を日本 
阳上貼技連盟から離り受け発足したことはご 
あ知のことと思います。 

当時私は、慶応義塾大学の1年生で、その 
i 年前、予科生で日吉に通っていた時に、初 
辟てハンドボ—ルとの関係ができ、部員を集 
め、ル！ルブック片手にハンドボールをやっ 
でおりました。 

姐論協会設立準備は、陸連を中んに着々と 
進められており、駿河台の佐藤新興生活館ビ 
ルに仮事務巧がおかれ、中園進氏を中んに動 
き始めておりました。私も阿部二郎氏と共に 
幹蒂の名でお手たいを始めました。 

そのお手伝のスタートが、協会発足の日じ 
巧われました。 

1936 年ベルリン*オリンピックの次に 

予定されていた 1940 年東京大会のために、 

ドイツにょり技術顧問として来日しておられ 

たクリンゲンベルグ巧がドイツへ帰国される 

ことになり、同氏に巧す日本の化表権の譲渡 

じよる協会発足の正式文書を準備することで 

した。文案はすでに決定されていたのですが、 
これを英、独一一国語に織訳したした文書をつ 
くる ことでした0 


英文はすてじできていたのですが、独文の 
ものは、離訳された方が病気で遅れ、それを 
受け取って、タイプしなければならない訳で 
す。中園氏より右の旨を開き、協会で用意し 
たをで至急、会場に持ち帰って欲しいとのこ 
とでした0 

書類をお預りして車に乗り、まず独文に臟 
訳をお願いした方の自{毛に向い、書類をお預 
りし、当時の電通の一室にあった up 特派員 
の事務所に行って、タイプをお願いした次第 
です。タイプの巧ち上るのを待って、会場の 
ホ坂幸楽に持ち帰り、中園氏にお渡ししまし 
た0 

どのくらい時間がかかったのか？独文の 
原稿はどこへ取りに行ったのかは、 よく 憶え 
ていませんが、借り上げたをでとびまわった 
ことは、よく 憶えております。 

会場で、早速、平沼先生のサインを頂いて 
無事クリンゲンべルブ氏にお返しして IHF 
に届けて頂いた次第です。 

書類は、英、独両文それぞれ四通あったと 
思います。 

独文に 纖 訳して頂いたのは、 慶応義塾 大学 
の独語専門の先生で、お名前は失念しました 
が、非常に神経質の方だったよぅで、玄関ま 
でおて来られたのですが、病気をぅつすと悪 
いから—とてマスクをしておられました。 

その後、塾を卒業と同時に理事に任命され 
協会の仕事じ積極的じお手伝いをして参りま 

したり 

平お先生が、ハンドボール協会会長に就任 

されてから、『自分がやったスポーッの会長 

を引き受けることにしている。ハンドボ！ル 

はまったく知らないので一度家に来ておしえ 

て 欲しい とのこと で、塾の部員2、3名つれ 

て横浜のおちに伺い、お庭でいろいろご披露 
したあと中華街で夕飯をご馳走じなったこと 
も忘れられないことでした。 
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™ 機関誌.八ンドボール I 

I 「3日〇号」のあゆみ①^ 

S _ 

■ ‘ i .，■ 1— "~1 


構関誌「ハンドボ—ル」も今号 
で 3 日〇号を迎えました。その特 
が企画として第1号からの主要目 
をを紹介させていただきます。今 
回は崇1回として、第1号から第 
100号までを掲載いたします。 


▼萬1号 (1960 年6月) 

■造頭育/会長、式場隆一二郎 
•尚魄理事長と一問 I 答 
•桌亩ホリンピックへの選手強化 
が®ホ針/荒化清美 
‘第6回全日本総合室内選手権 
■地ぶだょり、楽書帳•站沢周太、 
東西学生春季リーグ中間展望、 
昭和お年度ぶ要大会成績総覧、 
峭をだょゎ 

▼第 2 号 (1960 年 7 月) 

‘卷縣一貞/ヴアシレ • ツードル談 
- お朝ル—マニア選な軍函長) 
，がおす'るか五輪ハンドボール| 
をを五輪班娜委别種目実施を確 

詔 I 

•ル！マニア選拔軍との国際試合 
•盛夏に競う大学、高校の王座 
•第に回を R 本揣合選手権の話題 


を拾ぅ 

■学生春季リーグ戦、地方だょり、 
高校生のためのハンドボ J ル① 
/岡が昭二、中学校に於けるハ 
ンドボ}ルの指導①/山岡一一郎、 
協会だょり 

►第3号了 960年2夏 

•巻頭言/高鳩例 

•再び楽観許せぬ事態に—東京五 

輪ハンドボ]ル— 

* 日本*ル' —マニア東日本シリ 

1ズ観戦記/小川励行 

•国際試合をかえりみて/荒 W 清 

$ 

0 

•第2回全日本総合選手権観戦記 
•第 3 回全日本学生選手権観戦記 
•第 U 回全日本高校選手権 
•第 3 回全日本教職員選手権 
•地方だより、高校生のためのハ 
ンドボール⑤、中学校に於ける 
ハンドボールの指導②、協会だ 


マ第4号 (1960 年じ月) 

•巻頭言/無署名 
•特集/爽秋のハンドボール界に 
拾うセつの話題 


•第！3回国民体育大会 
•第 4 回全日本学生王座決定戦 
•関東学生秋季リーグ戦、第の回 
学生選抜東西がお、関西学生秋 
季リ I グ餓、東海学生選手権、 
•ルーマニアチームの科学的分析 
〜雑誌「オリンピア」から〜 
•地方だより、協会だより 

▼第5号 (1961 年2月) 

•巻頭言/式場隆一一一郎 
•第 4 回男子 7 人制世界選手権出 
場特集 

•五輪ハンドボールの悲願成らず 
— JOC 、 25種目案を承認— 
•第 7 回全日本総合室内選手権 
• 1960 年度を回顧する/杉山 
茂、新シーズン学生界展望①/ 
駒沢球治郎、地方だより、協会 
だより 

▼第 6 号 (19 61 年5月) 

•巻頭言/高鳩測 
•代表チームをねぎらぅ/的場益 
雄 

•特集•第 4 回世界室内選手権大 
会記 

•ヨーロッパ各地遠征試合記録 
•遠征総まくり座談会/高嶋別、 

松本重雄、近藤金博、竹野奉昭、 
駕尾武治 

•寄稿特集•日本ハンドボ！ル界 
に注文 

•特別寄稿•ハンドボールの前途 
/岡部平太 

•新シーズン学生界展望③/願沢 


球治郎、地方だより、協会だよ 


►'第7号 (1961 年 W 月) 

•緊急特報•遺憾な約束破#^東 
京 オリンピック 除外で国際 ハン 
ドボール協会公式声明— 

•第 U 回全日本総合選手権 
•ヨーロッパ遠征記①/高鳩浏 
•欧州における審判の方法①/荒 
川清美 

•ハンドボール選手の基礎体力/ 
広田公一 

•第 4 回全日本学生選手権 
•関東学生春季リーグ戦、関西学 
生春季リ！グ戦、国立 7 大学、 
国体展望、学生界秋の展望、実 
業団球界の話題 
•第2回全国高校選手権 

►第8号 (1961 年じ月) 

• 1961 年の回顧/高嶋例 
•日韓親善国際ハンドボール 
•座談会•韓国みたまま感じたま 
ま/栗本義彦、荒川清美、的場 
益雄 

•第 W 回秋田国民体育大会 
•第5回全日ネ学生王座決を戦 
•第 U 回全日本学生選抜東西が抗 
•関東学生秋季リ I グ戦、関西学 
生秋季リ！グ戟 
. 1961年 W 大ニユース 
•ヨーロッパ遠征記②、欧州にお 
ける審判の方法②、技術研究室 
①.ポストプレー ( 攻撃)につ 
いて/が本重雄 


•ハンドボールのスポーッ傷害/ 
広田公一 

►第9号 (1962 年3月) 

•巻頭言/式場隆一二郎 
•高松宮妃殿下を囲んで/高松宮 
妃殿下、渡辺和美、一一一浦元を、 
駕尾武治 

•ことしの抱負(アンケート 1) 

• ^人制か7人制か(アンヶ！卜 
2 ) 

•地方の声(アンヶ I 卜 3) 

•第8回全日本総合室内選手権 
•第2回実業団大会 
•ョー ロッパ遠征記(最終回) 
•欧州にぉける審判の方法(完) 

▼第 W 号 (1962 年6月) 

•巻頭言/式場隆一二郎 
•女子世界選手権大会参加特集 
.座談会•夢のチ I ムでなぐりこ 
み/北川浩、宮原俊隆、拖川安 
賢、磯部昌子、古谷芳枝、凹が 
八千代、山田帆液、驚尾武治 
•関東学生春季リーグ戟、関西学 
生春季リ I グ戦 

•技術研究室③ • 7人制の選手交 

代について 

•連載①ハンドボ！ル球史 
•ハンドボール選手の体力/広田 
公一 

►第： Z 号 (1962 年：：：月】 

•第2回世界女子選手権大会 
•座談会/高嶋例、化川浩、宮原 
俊隆、塩川安賢、、西が八千代、 
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戳垣致祈り • 

.解：^回を R 本総を選手権大会 
’稱^固全四两.校選手権大会 
.驼日固全 H 本学生選手権大会 
■連缺馈 C ンドボ！ル球史 
.辭5回全日本教職員選手権大会 

►をじ号 (1962 年に 月) 

-卷頸言\式場隆一二郎 
•国險悄敏と欧州の近況/商嶋浏 
•山 口国体から金種目 7人制/篤 
唁武治 

■? 人制-本化に近づく/お山茂 
•学牛 一 趨抜チーム欧州へ 
-躲巧画国民体育大会 
•を日本学生王座決定戦、全日本 
学生東西が抗 

•関お学生、関西学生秋季リーグ 
•座載感ハンドボ I ル球史 
•悼術研究室(高校用)/松ネ重 
0 

■体育研究室ハンドボール選手 

のが力 - 日本代表女子チ I ム 

の体力について-/山本隆久 

►第パ 2号 (1963 年 3 月) 

•巻頭言/棚橋義輝 
，？人制一本化にみまる〜国体に 
教員の部が誕生！ 

•第1回世界学生選手大会 
•闻際試合 

•欧州遠征リポ！卜/渡辺一己、 
を義信、藤原佑、荘木康次、市 
原.則之、浅黙和郎、坂井弘元 
* 1963年度を展望する/杉山 
化 


•第9回全日本総合室内選手権 
•全日本選お室巧選手権大会 
•第3回全日本実業団選手権大会 
•体育研究室ハンドボール選手 
の体力——全身反応時間につい 

て -/山本隆久 

•技術研究室7人制の技術的考 
察/松本重雄 
•連載④ハンドボール球史 

►第 W 号 (1963 年 7月) 

•巻頭言/馬場太郎 
• 7人制日本縦断 
.欧州の7人制を見て/渡辺一己 
•技術研究室誌上座談会.ゴー 
ルキーパー編/松本重雄、今野 
邦彦、福本な、山田帆浪、條崎 
益野 

•関東、関西学生春季リ I グ戦 
•体育研究室ハンドボール選手 
のトレーニング①/山本隆久 
•連載⑥ハンドボ I ル球史 

►第巧号 (1963 年じ 月) 

•巻頭言/渡'辺和美 
•世界選手権、日本は D 組にシー 
K 

•第け回国際審判講習会/若崎重 
富、藤本強 

•第回全日本総合選手権大会 
•体育研究室ハンドボ！ル選手 
のトレーニング③\山本隆久 
.第6 回 全 日本学を 選手権大会 
•第 S 回国民体育大会 
•第6回全日本教職員選手権大会 
•第 W 回全国离校選手権大会 


•技術研究室防御の研究につい 
て/遠藤健次 
•日韓親善 

•連載⑥ハンドボール球史 

▼篡^::号(1964年6月) 

•私の言葉/渡辺和美 
•第5回7入制男子世界選手権 
•日本•フランス国際親善試合 
• 1964年度の新勢力展望/お 
山茂 

.•連載⑧ハンドボール球史 

マ第 W 号 (1964 年；：：月) 

•私の言葉/近藤祿郎 
.日本.フランス国際親善試合 
•座談会/フランス選手に聞く 
.技術研究室ハンドボール•か 
らだづ くり/若崎重富 
•第23回国民体育大会 
•第7回全日本学生選手権大会 
•欧州遠征日誌から(上) 

•連載⑨ハンドボール球史 

▼第巧号 (1965 年1月) 

•おの言葉/山内清次 
•女子7人制世界選手権大会、日 
本参加を申し込む 
•欧州遠征日誌から(下) 

•お術研究室ハンドボール•か 
らだづ くり/若崎重富 
•第 W 回全日本総合選手権大会 
•第7回全日本教職員選手権大会 
•第巧回全国高校選手権大会 
•関東、閱西学生春季リ I グ戦 
•全日本学生東西対抗、全日本学 


生王座決定戦 
•連載⑩ハンドボール球史 

►’第の号 (1965 年3月) 

•私の言葉/田が正衛 
•第 U 回全日本総合室内選手権 
•第5回全日本実業团選手権大会 
• 1964年度を顧りみて/若崎 
重富 

•競技規則一部改正の要点/岡が 
昭二 

.海外ジャ I ナル 
•連載⑩ハンドボール球史 

►黄の号 (1965 年4月) 

•私の言葉/小坂幸一 
•日本チーム、中国へ初遠征 
•全国評議員会報告 
. 海外ジャーナル 
• 1965年の展望(上)/お山 
茂 

•第5回日独交歓試合 
•体育研究室 M • M • P • I に 
ょるハンドボール選手(女子) 

の性格について/山本隆久 
• 連載⑩ハンドボール球史 

►第の号 (1965 年3县 

•私の言葉/菊地慶 I 郎 
•初の中国遠征、日本1勝8敗 
• 1965年の展望(下)/杉山 
茂 

•田が紛を優勝に導くまで/宇津 
野年一 

•ハンドボール少年団結成を望む 
/山岡一一郎 


•連載®ハンドボール球史 

►第の号 (1965 年 6月】 

.や国遠征の記 
•おの言葉/武田兼治 
•第3回女子7人制世界選手権大 
会組み合せ 
.海外ジャーナル 
•関東、関西学生春季リーグ戦 
•連載®ハンドボ I ル球史 

▼第 Si 号 (1965 年 7月) 

•おの言葉/田中丸善一郎 
•第.3回女子7人制世界選手権大 
会2回戦、チ H コ、日本遠征を 
断わる 

•海外ジャ I ナル 
.全日本総合選手権大会展望/杉 
山茂 

•第8回(女子第1回)全日本学 
生選手権大会 
•連載®ハンドボール球史 

►第巧号 (1965 年 8 月) 

■私の言葉/中尾節次 
•第： S 回全国高校選手権大会 
.第6回男子7人制化界選手権大 
会に備えて/松本重雄 
•海外ジャーナル 
•連載@ハンドボ！ル球史 

▼第茹号 (1965 年 9月) 

•おの言葉/増田静 
•第6回男子7人削世界選手権大 
会組み合せ 

• 第^:::回全日本総合選手梅大会 






•第 8 回全日本教職員選手権大会 
•海外ジャーナル 
’連載⑩ハンドボール球史 

▼第の 号 (1965 年 W 月) 

.おの言葉/帆足久喜 

.ハンドボール％年ぶりにオリン 
ピック登場 IOC 総会で正式 
が定 

•第 3 回女子 7 人制世界選手権大 
会栄えある代表： S 人 
.ハンドボールと私——兵庫県立 
甩崎高校の歷史——中松正昭 
.第 W 回国民体育大会組み合せ 
，連載®ハンドボ I ル球史 

▼萬巧号 (1965 年り月) 

’おの言葉/故式場隆郎(遺稿) 
■第 3 回女子 7 人制世界選手権大 
食/日本、ポ^ランド破り 7 位 
■第如回国民体育大会 
■お钟^ャ）ナル 
-愉を規約の改正とその意義 
♦隅衆学生秋季リーグ戦 
■達載®ハンドボール球史 

▼第巧ち (1965 な.じ月) 

‘おの言葉/梶浦哮一 
■式骗さんの思い出/田畑政治 
’第 3 回女子 7 人制世界選手権 
‘オリンピック特集•関係者の声 
.お师一、 VI ナル 

‘崇巧巧を日本学生王座決定戦 
•関西学生秋季 リ I グ戦 
-第 3间 葉原雜選手権大会 
•連載® K ンドボ！ル球史 


▼第如号 (1966 年1月) 

•私の言葉/高嶋例 
•第。回全日本選抜選手権大会 
•女 モヨー ロッパ遠征 
•故式場会長の思い出/小田善一、 
近藤金博、馬場太郎、外山准一一 

マ 篡リ号 (1966 年 3 月) 

•私の言葉/野原敏彦 

•日本協会評議員会 

•第6回日本実業团選手権大会 

•球界パトロ！ル 

•海外ジ.ャーナル、海外スコープ 

►第誓マ了 966年5月} 

•私の言葉/油ハ八口外郷 
•第 6 回男子 7 人制 世界選手権大 
会組み合せ 

•予算編成と決算報告について/ 
加藤裕策 

• 5年度中央審判講習会 
• 1966 年の展望(上)/杉山 . 
茂 

•大谷武一先生を僻んで/外山准 

二 . 

•西ドィツの技術研究 W 
.球界パトロール 
•連載@ハンドボ I ル球史 

►第 S 号 (1966 年 6 月) 

•私の言葉/高田義一 
•日本協会全国理事長会議 
.目ざすは「ミュンヘン」 

I 9 7 2 年の五輪開催地決まる 
• 1966 年の展望(下) 

• 海外スコープ 


•中国チームの分が/岡村昭二 
•西ドィツの技術研究尚 
• ハンドボ I ル球史® 

▼第別号 (1966 年7月) 

•私の言葉/米山泉 
•ことしのタイトルはもらつた 

•関東、関西学生春季リーグ戦 
.西ドィツの技術研究 W 
•学圃だより 

* 連載@ハンドボ；ル球史 

▼第お号 (1966 年8月) 

•私の言葉/藤間英一 
• 第^::一回全国高校選手権大会展望 
•西ドィツの技術研究 W 
•高体連だより、学園だより 
.連載@ハンドボール球史 

▼.第号 (1966 年9月) 

•私の言葉/一二瓶勝治 
•第 6 回男子 7 人制世界選手権大 
会日程 

•第 9 回全日本学生選手権大会 
• 第^;回全国高校選手権大会 
•西ドィツの技術研究の 
•学園だより 

•連載©ハンドボール球史 

▼第扔号 (1966 年 W 月) 

•おの言葉/渡部保 
.日中親善大会 

•第巧回全日本総合選手権大会 
•学園だより 

•連載®ハンドボール球史 
• 第^^回国民体育大会組み合せ 


▼第如号 (1966 年り 月) 

•私の言葉/木下弥一二郎 
•日中親善 

•西ドィツの技術研究 W 
•学園だ‘より 

•連載⑩ハンドボール球史 

▼第视号 (1966 年じ巧) 

•おの言葉/近間忠一 
•第 S 回国民体育大会 
. 関東学生秋季リ！グ戦 
•西ドィツの技術研究 W 
.学園だより 

•連載®ハンドボ！ル球史 

▼第が号 (1967 年 2 月) 

•私の言葉/堀内俊夫 
•第 6 回男子 7 人制世界選手権 
•第：：^回全日本選抜選手権大会 
•第25回全日本学生王座決定戦 
•東海学生秋季リーグ戦 
•学園だより 

•連載®ハンドボール球史 

マ第如 号 (1967 年 3 巧 一 

•おの言葉/児玉九十 
•第 6 回男子 7 人制世界選手権大 
会詳報 

•第 7 回全日本実業団選手権大会 
•日本協会に望む 
•ことしの目標 
•学園だより 

•連載®ハンドボール球史 

マ 第が 号 (1967 年 5月) 

•会長挨搂/鈴木達雄 


•西ドイツチ^^ム来日決る 
• 1967 年を展望する W / お山 
茂 

•欧州遠征から得たもの 
•西ドイツの技術研究佩 
•連載⑩ハンドボ I ル球史 

▼第が号 (1967 年6月) 

•私の言葉/か藤仁和 
•各地の春の学生リ I グ戦 
* 1967 年を展望する引 
•西ドイツの技術研究(最終回) 
•新連載リレー寄稿•日本ハンド 
ボール界の課題5:/お山茂 
•学園だより 

•連載感ハンドボール球史 

マ第如号 (1967 年7月) 

•私の言葉/多胡恒治 
•全国理事会報告 
•このよぅにして 世界選手権を獲 
得した/チェコの nl チ、ベー 
ドリッヒ、ケ Jli ツヒは語る 
•フランスの技術研究 W 
•球界パトロール 
•連載リレ I 寄稿•日本ハンドボ 
1ル界の課題尚/村田游 
•学園 だより 

•連載®ハンドボール球史 

▼.第化号 (1967 年8月】 

•おの言葉/安藤純光 
•第 W 回全日本学生選手権大会 
•第化回全日本高校選手権大会組 
み合せ 

•フランスの技術研究似 
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■化界ジュニア選手権より 
^违热リレ，—寄稿日本ハンドボ 
] ル界の課題藤田信明 
，学画だより 

，遗載®ハンドボ I ル球史 

►第が号 (1367 年9ち) 

.粒の昔葉/徳中康満 
•西ドィツチーム来日 
-第ぶ回を日本総合選手権速報 
.フランスの技術研究 W 
•第が四全日本高校選手権大会 
•祟 W 回全日本教職員選手権大会 
■牟圈スポーツ少年団大会 
•学鹽だより 

•連載愈ハンドボール球史 

▼第が号 (1967 年 W 月) 

•おの言葉/平出一 
.日独岡際親善東日本シリーズ 
* フランスの巧術研究5! 

，連載リレー寄稿日本ハンドボ 
i ル界の課題中西敬一 
. 第25回全日本総合選手権大会 
•夏の全日本選手権回顧 

►祭が号 (1967 年： Z 月) 

:おの言葉/ヘルム.トルカ談 
(西ドィツ選手団監督) 

•日独国際試合、成功裡に終る 
.特別座談会•日独戦を顧みて/ 
荒川清美、中沢重夫、安藤純光、 
化が尚英、宇津野年一、勝繁夫 
•フランスの技術研究 W 
• 連載リレ！寄稿 • 日本ハンドボ 
1- ル界.の課題鶴岡久雄 


▼第が号 (1967 年に月) 

•私の言葉/馬場太郎 
•第班回国民体育大会 
•評議員会、理事会開かる 
•連載リレー寄稿日本ハンドボ 
1ル界の課題辻 I 義 
•日本ハンドボール協会創始期の 
思い出 W / 松本良ニー 
•各地学生秋季リーグ戦 

►第如号了968年2月ーリ日 
本ハンドボ I ル協会創立 W 屈年 
記念号== 

•日本ハンドボール協会 W 周年記 
念を祝す/石井光次郎 
•日本協会の進むべき道/荒川清 

% 

妻 

•当面する課題へのが策 
•日本ハンドボール界の足跡 
•日本ハンドボール協会の歩んだ 
道〜 W 年間の主な出来事〜 
•日本を訪れた外国チーム 
•全国大会略史 

. 高体連、学連、実連、1その沿 
革と課題〜 

.日本ハンドボール協会創始期の 
思いお似/松本良一二 
•連載リレー寄稿日本ハンドボ 
1ル界の課題の/地方協会理事 
長特集 

•第 W 回全日ネ選抜選手権 

►第引号 (1968 年3月) 

•定例評議員会、理事会開催 
.日本ハンドボール協会創立 W 周 
年記念行事開く 


•第8回全日本実業团選手権 
•競技規則改正の要点について/ 
安藤純光 

•新連載ハンドボ I ルの歩み《世 
界選手権編①〉 

•日本ハンドボール協会創始期の 
思い出松本良二一 

▼第班号了 968年4月) 

• 1968 年度の開幕にあたって 
〜荒川理事と一問一答〜 

* 新シ I ズンの有カチームを探る 

① —女子実業団の卷—— 

• 1967 年度を顧みて/若崎重 
富 

•ルールのぅつりかわり/安藤純 
光 

•中学ハンドボールの現状と問題 
点 

•フランスの技術研究 W 
•連載ハンドボールの歩みへ世界 
選手権③〉 

•日本ハンドボ ー ル界規定集 

▼第兒号 (1968 年5月) 

•第 4 回女子 7 人制世界選手権大 
会組み合せ決まる 
•日本協会新組織の骨子まとまる 
•新シリーズの有カチームを探る 

② \杉山茂 

•新連載、技術教室①基礎とはな 
にか/が田齡 
•フランスの技術研究 W 
* 日本ハンドボール協会創始期の 
思い出松ネ良一二 
.連載•ハンドボールの歩み〈世 


界選手権編您〉 

•国際ハンドボ；ル連盟規程集 

►第； S 号 (1968 年 6 月) 

•選手強化が策本部発足にあたつ 
て/荒 川 清美 
•春の学生リーグ戦 
•関東学連抓周年を迎ぅ 
•日本ハンドボール協創始期の思 
い出の/松本良一二 
•フランスの技術研究触 
•ステアウア にみ る 一流 クラブの 
練習日程 

•連載.技術教室③高校クラブ 
は夏までどのよぅに練習するの 
か/佐野和夫 

•"マスコミが策"の現状と問題 
点 

• 連載④ハンドボ I ルの歩みへ世 
界選手権編④〉 

►第巧号 (1968 年7月) 

•全日本大会審判員研修会報告/ 
安藤純光 

•日本ハンドボール協会創始期の 
思い出/松本良一二 
•フランスの技術研究 ： g 
•連載⑥ハンドボールの歩み〈世 
界選手権編⑥〉 

•連載技術教室③ボールの保持 
時間と得点の関係(上)/高橋 
健夫 

►•第が号 (1968 年8月) 

•第 U 回全日本学生選手権大会 
•IHF 総会近づく 
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‘口本'ハン-ドボ ー ル協会創始期の 
思い出 W / が本良 S 
•フランスの巧術研究的 
■速載⑥ハンドボ I ルの歩み《世 
界選手権編⑥〉 

•連載•巧術教室④ボール保持 
時間と得点の関係(下)/高橋 
健夫 

▼第 巧号 (1968 年9月) 

，第 W 回全日本総合選手権大会 
’誰25回全日本高校選手権大会 
，ずお会長の思い出 S ;/ 松本良 S 
，フランスの 技術研究的 
•速載’技術教室⑥シュ1卜か 
らみた 女子選手(上)/化川浩 

▼第郎号 (1968 年 W 月) 

* が解女子選手権の中止決まる 
， 1 HF 總会出席の荒川理事長に 
聞く 

•與 S 固国が展望 
•お W 回を P 『本学生選抜東西が抗 
•第：：圆全：！！本教職員選手権大会 
■速聘③ハンドボールのホみへ世 
巧遇手输編®〉 

，フランスの技術研究 M 
.述賊‘锭術教室⑥シュートか 
らみた女子選手(下)/化川浩 

▼第的号 (196 s 年： Z 月) 

，おの回围民ホ育大会 
■臨畔評議貞尝、理事会 
*1 HF 総会にお席して/荒川清 
幸 

•フランスの技術研究 ： g 


. 連載@ハンドボ1ルの歩み <世 
界選手権編⑧〉 

甲第 W 号 (1968 年に 月】 

•全日本教職員連盟(仮称)結成 

へ 

•国体における高校選拔編成の諸 
問題 

•秋の学生リーグ戦 
•フランスの技術研究：！ 

•連載•技術教室⑥基礎技術の 
重要さを強調/松島陽太郎 

▼第が 号 (1969 年2 月) 

•時評 

•全日本第一次侯補選手決定 
•中学校指導要領に復活 
•第 9 回全日本実業団選手権組合 
せと予想 

•複審制を検討—審判部合同会議 
•ハンドボ！ル選手の体力測定実 
施報告 W 

• 第^3回全日本選な選手権 
•球界パトロール 
•馬場副会長欧州だょり间 
.競技人口は柳万 
•フランスの技術研究 M 
•ハンドボールの歩み⑨ 

マ第 S 号 (196 9年3 月) 

•時評 

•全国理事会•評議員会開かる 
•全日本教職員連盟設立 
.が年度重大ニュース 
•全日本侯補東京で合宿 
•第 9 回全日本実業団選手権 


•ハン ドボ ー ル選手の体力測定実 
旋報告の 
•球界パトロール 
•馬場太郎氏欧州だょり：5 
•フランスの技術研究 ： g 
•ハンドボールのホみ⑩ 

▼第 S 号 (1969 年 4月) 

•新企画「ミュンヘンへの道」 
•時評 

•全国理事会開く 
•昭和5：年度登録親を 
•日本協会新体制の問題点 
•田村会長に抱負を聞く 
•世界選手権組合せ内定 
•全日 本、5 月に ル I マニアへ 
•体力測定報告③ 
•体協の課題とハンドボ}ル界 
•審判技術への提言/光島機雄 
•フランスの技術研究的 
•欧州だょり W / 馬場太郎 
•ハンドボール界の歩み® 

▼第 M 号 (1969 年 5月) 

•「ミユンヘンへの道」 

•時評 

•世界選手権基金具体化 
•専門委員会 決まる 
•欧州遠征全日本男子紹介 
•全日本が圧勝 
•強化選手を指名 
• 1967年展望 
•高体連 W 周年を迎う③ 
•フランスの技術研究：！ 

•ハンドボ J ルのホみ⑩ 


▼第妨号 (1969 年6 月) 

•「ミュンヘンへの道」 

•時評 

•世界選手権基金案実施へ 
•全日本が転戦 
•国際試合展望 
•近づく国際審判講習会 
•高体連如周年を迎ぅ③ 

•ハンドボールの歩み⑩ 

•球界パトロール 
•春の各地学生 
•ヨーロッパの技術研究 W 
•技術リポート 

▼第 g 号 (1969 年7月) 

• r ミュンヘンへの道」 

•時評 

.実施近づく世界選手権基金運動 

•世界選手権基金募集委規程案 

•ルーマニア合宿終る 

•ルーマニア各地を転戦 

•日体大、韓国違征へ 

•韓国遠征校選考試合 

•全日本審判員研修会/安藤純光 

•球界パトロ；ル 

•球お8ヶ国説は不明確 

•常務理事会議事録 

•高が連 W 周年を迎ぅ④ 

• ヨーロッパの技術研究尚 

▼第巧号 (1969 年8月) 

•「ミュンヘンへの道」 

•時評 

•ヨ I ロッパ遠征特集 
タス マジャン杯で3位 
ルーマニアで試合 


ハンガリ！の試合 
西ドイツの試合 
遠征から帰って 
•韓国遠征速報 
•世界選手権基金なお検討 
.世界女子選手権中止 
•全日本総合選手権組合せ予想 
•全日本高校選手権組合せ予想 
•全日ネ教職員選手権組合せ予想 
•全国自衝隊大会 
•クラブチームをめぐって 
•ヨーロッパの技術研究③ 

•ハンドボールの歩み® 

•高体連 W 周年を迎ぅ⑤ 

▼第 S 号 (1969 年9 ち) 

•「ミュンヘンへの道」 

•時評 

•全日本男子国内試合出場へ 
.五輪参加国問題 
•第 W 回 IHF 審判講習会報告/ 
ム田計 

•第？3回全日本総合選手権 
•第 W 回全日本高校選手権 
•インタ1ハイに拾ぅ 
•日韓离校親善大会 
•第2:3回全日本教職員選手権 
•全日本選手権総評(総合、高校、 
教職員) 

.日体大韓国遠征日記化/化川勇 
喜、井上亮一 

•全国スポ J ツ少年団大会報告/ 
离橋健夫 

•ヨーロッパ遠征報告の/選手リ 
ポ！卜 、コ ー チ座談会 
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時 削を 西 ■ [3 抑 号」 の あゆみ 


▼第 S 号了- 969选か月) 

•「ミュンヘンへの道」 

•時評 

* を R 本薪3次侯補を発表 
•理事長荒 W 淸美巧 
•を6本興乎、国内転戦記録 
.•を CE 本男子チームをみて/光島 
職驱 

，全 R 本学生選技東西が抗 
，球报；•ハトロ ー ル 
•華韓闽高が監督に聞く 
‘日おお韓闽遠征報告(下) 

■バンドボールの歩み® 

‘欧州遠征を日本男モリポ！卜 
遺み萄縮ほか 
•ョ—ロッバ技術研究 W 
•第斜回圍体展望 

▼第 W ち (1969 年り月) 

•，ミュンヘンへの道」 

•時評 

■ THF 、 オリンビックは男子 W 
を要望 

•を日本選抜出場チ；ム決まる 
■"選抜"の検討が焦点 
■世界選手権基金運動新局面へ 
，を国クラブ大会私案 
■波紋広がるモロッコの抗議 
'を日本学生選手権展望 
•関東学生秋季リーグ戦 
’ゴ In ッパ遠征報告⑤ 

•特別研究報告/ハンドボ；ル発 
拌はデンマーク/馬場太郎 
，ハンドボ I ルの歩み® 

. ョ1ロッパの技術研究が 


►.第の号 (1969 年 K 月) 

•「ミュンヘンへの道」 

•時評 

.オリンピックは男子 W で実施 

•来秋西ドイツを招待 

•全日本男子、関東選おとが戦 

•全国理事会開がる 

•全国評議会開かる 

•全日本選抜予想 

•全日本学生選手権 

•国民体育大会 

• ヨ1ロッパ遠征報告④ 

•ハンドボールの歩み© 

►第の号 (1970 年2巧) 

•世界選手権に出発するに際して 
/田が正衛団長 

•世界選手権選手団を送る/荒川 
清美 

•全日本選手西みる 
•全日本化表壮行試合 
•選手の横顔と抱負 
•化表チーム監督の抱負 
.世界選手権と日本 
•世界選手権を展望する 
•常務理事会議事録 
•高校優秀選手決る 
•定例理事会から 
•第；3回全日本選抜選手権 
•第 W 回実業团選手権展望 
•ルブキングの横顔 
•ョーロッパの技術硏巧⑥ 

•ハンドボ I ルの歩み® 

y 第 R 号 (1970 お .3 月) 

• i ： 界選手権予選リーグ速報 


.ベストセブン優秀チ}ム決まる 
•年少層が象の事業を研究 
•大詰めの全国大会再検討 
•全国評議員会理事会開かる 
•第 W 回全日本実業団選手権 
• 球界パトロ J ル 
• 1969年を回顯する 
•昭和が年度の規則改正について 
/審判部長•安藤純光 
•ハンドボール研修会報告 
•現化スポ1ツ論/神田順治 
• 19 6 9年重大ニュース 
.高体連部長就任挨が/徳永陸繁 
•高体連部長に徳永氏 
•実連理事長に田中巧再選 
•全日本学生連盟規約 

マ第 M 号 (1970 年4月) 

•"ミュンヘンかへ大きな希望 
•世界選手権全成績 
•予選リーグ目組 

• ^ユーゴ戦観戰記/湧永儀 
助 

• 9位決定リ I グ戦 
•ペストエイト•卜* —ナメシト 
.予選リーグ A 組 

•予選リーグ C 組 
•予選リーグ D 組 
•国際親善試合 
•オリンピック出場問題 
•「全自衛隊連盟」発足 
•登録規定決まる 

▼第巧号 (1970 年5月) 

•時評 

.ミュンヘンへの道 


•今後の頂点強化が策 
•年少層が策を考える 
•全日本縱合じ月に 
•審判員審査厳格に 
•国際試合を断念 
•座談会/遠征を顧みて 
•遠征選手リポート W 
•学生界幕開く 

▼第号 (19 70年6月) 

•時評 

.ミュンヘンへの道 
.全日本総合推せんチーム 
•今年の日韓交流 

• TO 年の話題を探る(上) 

•ぺラィ氏来日 

•世界選手権リポ I 卜/が田齡 
•遠征選手リポート W 
•ナショナル選手の体力について 
① 

• ハンドボ1ルの歩み® 

▼第一^号 (1970 年7月) 

•時評 

•ミュンヘンへの道 
•成均館大が来日 
.世界選手権回顧 ( IHF 公報) 
•強化日程決まる 

• W 年の話題を探る(下) 

• IHF 講習会へ派遣 

•全日本審判員研修会報告/安藤 
純光 

•全自衛隊大会開く 
•中学校指導講習会要項 
•実連男子2部制で 
.学連新理事陣決まる 


•球界パトロール 
•ハンドボールの歩み® 

▼第巧号 (1970 年 8 巧) 

•第4回日韓大学交流 
•韓国役員に聞く 
•第3回全日本總合選手権、第 
回全日本高校選手権、第^3回全 
日本教職員選手権組み合せ 
•沖縄球界の現状 
•ナショナル選手の体力について 
②/広田公一、化川勇喜、渡辺 
慶寿 

•ハンドボールのホみ@ 

▼第智 一つ (1970 年 9月) 

•ミュンヘンへの道 
•第の回全日本総合選手権 
•第别回全日本高校選手権 
•日韓高校交流大会 
• IHF 総会近づく 
•台湾チーム来日 
•第：3回全日本教職員選手権 
.夏の大会回顧 
•高校選手の体力について 

►第抓 号 (1970 年 W 月) 

•日本、ァジァ地域予選へ 
•国民体育大会予想 
•オリンピック候補合宿おわる 
• 新居浜エ高訪韓リポ1卜 
•住化菊本、韓国へ 
•クラブ•中学が策を考える 
•痛感ずること/光島磯雄 
• I 打 FnJ チシンポジウム報告 
①/竹野奉昭 
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誰むいないグランド、音 
のない体育館。そこにス 
ポーツという魔法がかか 
ると、一瞬のうもに興奮 
のるつばと化してしまう。 


一疑のさらめまと 
積極果敢な 
チがレンジお一 


セノーも誇り高きチャレンジャ 
—。より良質の素ネオをホめ、よ 
り精巧な製品を生み出す努力と 
情熱は、世界中のプレイヤーの 
額に光る一粒の汗と同じです。 



日本 ハン ドボール協会檢を工場 

巧 Senoli@ 

本な/東京都千代田区巧旧司晒 2-7 包 (03)292-541 1 


•ハンドボールの歩み® 

▼第 S 5 号 (1970 年；：：月) 

.ミュンヘンへの道 

.全国評議員会•理事会 

•IHF 総会報告 

•日韓社会人交流 

•日本協会、アジア連盛に慎重 

• 年度決算報告 

•第巧回国民体育大会 

•技術指導部会 

♦全国中学校指導者講習会報告① 
•IHF コ I チシンポジウム報告 
竹野奉昭 

‘ハンドボールの歩み@ 

▼第 S 号《1970年に月) 

•ミュンヘンへの道 
•オリンピックアジア予選 
•を口本選拔選手権展望 
■アジア連盟問題に着手 
‘斬，」いアマ規定成る 
‘第な回全日本学生選手権 
• R 韓社会人交流 
•を地の学生リーグ記録 
•を日本総合、新システムへ 
，近森選手の欧州球信① 

•垂固中学校指導者講習会報告② 
’ £;:::ドコ}チシンポジウム報告 
瓣 /か野奉昭 

▼第の号 (1971 年2月) 

，ミュンヘンへの 道 
•立.輪ず選、女子世界選手権指導 
陆.決る 

‘巧モお輪、女子選手権候補決定 


• 第^:;回全日本選抜選手権 
•日韓社会人交流レポート 
•全国中学校指導者講習会報告③ 
•女子世界選手権は9ヶ国で 
.近森選手の欧州球信② 

▼第 M 号 (1971 年3月) 

.ミュンヘンへの道 
•一二国会談延期 
•全国理事会開かる 
•日本女子世界選手権へ予選なし 
で 

•グンメルスバッハ来日予定 
•日韓女子交流 
•第 U 回全日本実業団展望 
•全国実業団トーナメント 
• ハンドボール研修会報告 
.ハンドボ I ルのキネシオロジ！ 
/石井喜八 

•ハンドボール界への機文/光島 
磯雄 

•ナショナル試合の回顧① 

•年少層対策を考える 
•アマチュア規程集 

▼第お号 (1971 年4月) 

.バウマン会長が急逝 
.ミュンヘンへの道 
.新スタッフ決る 
•世界女子第二次候補決る 
•第4回女子世界選手権予選組み 
合せ決る 

•グンメルスバッハ来日決定 
.第 U 回全日本実業団選手権 
•大洋の冠王のあと 
•日韓親善試合 


•ハンドボール研修会報告③ハ 
ンドボール競技における持続性 
について/広田公一 
•近森、一宮両選手の欧州球信 
•世界選手権日本とル I マニア 
の比較/が田於 
•日本協会規定集 

▼第摊 号 (1971 年5月) 

•ホリンピックアジア予選日本 
開催が内定 

•グンメルスバッハ5勝1敗の成 
績を残す 

•オリンピック強化方針決る 
•アジア連盟結成へ初会合 
•ホンコン協会正式に発足 
•第4回世界学生選手権 
•ナショナルチーム報告/広田公 
一、化川勇喜、渡'辺慶寿、竹内 
正雄 

•機関誌の取扱いじ慎重さを望む 
/光島磯雄 
•光島氏に答える 

▼第号 (1971 年 6 月) 

•ミュンヘンへの道 
•オリンピックアジア予選 
•梨花大来日決る 
• NHK 選拔の日程決る 
•実業团卜^~ナメント予想 
•全国有カチームの新陣容 
•全国自衛隊大会 
•各地の学生リーグ 
•欧州ハンドボール事情(上) 
•ナショナルチームの記録② 
•グンメルスバッハの残したもの 


▼第郎号 (19 71 年 7 巧) 

.ミュンヘンへの道 
•世界女子代表決る 
•世界女子の組み合せ決る 
•オリンピック予選正式決定延期 
•第化回 NHK が選抜大会展望 
.全日本学生選拔軍韓国へ 
•日韓女子学生交流 
•全国実業团卜！ナメント 
•全国実業团リーグ展望 
•1 HF コ I チシンポジウム報告 
④ 

• AB 級審判員講習上級試験 
• 欧州 • ハンドボ1ル事惰(下) 

▼第明号 (19 71 年 8 月) 

•オリンピックアジア地区予選正 
式決定 

•スウエーデンナショナルチーム 
来日日程決る 

•男子オリンピック第 S 次候補 
•第4回世界かモ選手権日程決定 
•第？3回全日本選抜選手権 
•日韓学生は4勝1分 
•全日本女子実業团リーグ 
•白花釀造の特別参加について 
•ワクナガ韓国遠征リポート 
•第の回全日本高校選手権組み合 
せ予想/鴨田新太郎 
•第回全日本教職員選手権組み 
合せ予想 

•第1回海上自衛隊大会 
•普及部報告 

►第卵号 (1971 年9月) 

.ミュンヘンへの道 
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特別を画* \ 3 Qmi のあめみ 


’ ス々ぶ f テ ンナシ ョ ナルチ ^ — ム 
来打：：追る 

•ォリンピックアジア予選入場券 
邮売ぶづく 

.辭^闽全：！！本実業団選手権 
* 第扣齒を日本高校選手権 
-を W 回全日本教職員選手権 
■日稱島校親善試合 
•日韓学生遠征リポート(上) 

* 合湾から少女チーム 

▼第^号了971年^月) 

•五輪予選化表決る 
•を闽評議員会•理事会開く 
* 日本••スウェ！デン戦特集 
•舎日本の課題と代表 
■り韓学生親善リポート(下) 

"樂日本学生東西対抗 
■奴お回国体展望 
* 全国スポーツ少年団大会報告 
，や学大会、花ざかり 

▼第 g 号 (1971 年り月) 

•いょいょ開幕アジア予選 
•アジア予選展望 
•日本代表の紹介 
•イスラエル•韓国の陣容 
‘.審判は•スウェ I デンペア 
•全日本を激励する中*高校生寄 
稿 

•世界女子選手権展望 

•女モ全日本選手の抱負 

•東アジアのハンドボ I ル 

•全日本総合代表決る 

•第％回国体速報 

.底辺お充策を望む/望月伸一二郎 


•全日本教職員選手権研修会報苦 

▼第 S 号 (1971 年に月) 

•日本宿願の五輪出場権握る 
•オリンピックアジア 予選詳報 
•全国一丸の協力に感謝 

• 5年間の労苦鮮やかに実る 
•雄図挫折の韓ィ.両国 

•エミールホルル技術委員長に聞 
く 

•地域連盟結成案を提出 
.新しく五輪候補選手を選出 
•ポストアジア予選(上) 

①日本の五輪入賞は有望 
③今後の頂点強化対策 

③ 今こそ底ぶ拡充を 
•全日本総合選手権展望 

•ヨーロッパを転餓する女子チ^~ 
ム好調 

•全日ネ学生選手権 

▼第 W 号 (1972 年2月) 

•ミュンヘンへの道 
.時評 

•オリンピック候補決る 
•第4回世界女子選手権. 

•欧州転戟第2報 
•遠征ょり帰って/山田計 

• GW ダンケルセン来日 
•普及部全国委員会開く 
•第 g 回全日本総合選手権 
•アジア予選回顧 
•ポストアジア予選(下) 

④ 役員の若返りと体質の改善 
⑥日本リーグは実現されるか 
⑥立遅れているか子が策 


•海外 トピックス 

第奶号 (1972 年 3月) 

•日本ハンドボール協会の財政危 
機を訴える 

•全国評議員会•理事会 

• THW •キール、 GW ダンケル 
セン来日 

•オリンピック強化試合 
.女子欧州遠征レポート 
•学生界のニュース 
•普及部テキスト案 
•海外トピックス 
•ミュンヘンオリンピック応援団 
募集 

•実業団四強リーグ 

►第が号 (1972 年 4 月) 

.ミュンヘンへの道 
•時評 

•オリンピック出場正式決定 
•荒川理事長に聞く 
•日本実業団女子が訪韓 
•中学大会準備進む 

• THW •キ I ル2勝1敗で帰国 
•単独国際交流規程を施行 

•ホリンピック欧州予選 
•女子欧州遠征レポート② 
•アメリカのハンドボ^ —ル 
•指導テキスト案② 

•が年度常務理事会の動き 
•が年度重大ニュース 

►第 w 号 (1972 年 5 月) 

•ミュンヘンへの道 
•時評 


•オリンピック 組み合せ 決まる 
•オリンピック 第2次候補発表 
•晴れの代表6月 U 日決定 
•全日本男子、欧州遠征を断念 
•二っの日韓交流 
•全日本自衛隊選手権 
•全国中学生大会 
.ダンケルセン 戦後記 
•ラフ プレ ー の原因/光島磯雄 
•日独試合総記録 
•たくましくなった全日 本 
•競技規則の改訂/安藤純光 
•ヨー ロッパ予選をみて/か野奉 
昭 

•明日への提言(投書欄) 

•全日本女子、貫録勝ち 
•熊本総合合宿 

▼第藝マ (1972 年6月) 

.ミュンヘンへの道 
•時評 

•オリンピック代表 U 日決定 
•地域連盟承認へ 
•全日本選お.実業団トーナメン 
卜予想 

•日韓学生交流 

•女子実業团韓国遠征 

•オリンピックとハンドボール 

•自衛隊大会 

.全国 W チームの新陣容 

•沖縄帰る 

•明日への提言(お書欄) 

•7 MT で勝敗決定 

►第明号 (19 7 2年7月) 

•オリンピック代表決る 


•評議員会理事会 
•オリンピック 代表の横顔 
•オリンピックとハン ドボール② 
•第2；回 NHK 杯選拔 
•第6回学生日韓交流 
•第 U 回女子実業团選手権展望 
•実業团トーナメント 
•日韓女子実業団交流報告③ 
•春季学生リーグの記録 

▼第满号 (1972 年 8 月) 

• ハンドボール代表を激励する/ 
青木半治 

•初の オリンピック 参加にあたつ 
て/田村正衛、荒川清美 
•勝利の執念に燃えて/村田な、 
か野奉昭、近森克彦、木野実 
•ミュンヘンオリンピックを展望 
する 

•今シーズンのユーゴ、ハンガリ 
I 、 アメリカ 

•聖火に競ぅ W 代表の横顔 
•オリンピック 選手の決意 
•オリンピック 代表決定まで 
•ミュンヘンオリンピック•ハン 
ドボール競技要項 
•気力じ燃える初合宿 
•第の回全日本高校選手権展望 
•第 U 回全日本女子実業団選手権 
•第化回教職員選手権展望 
•第1回中学生大会 
•本誌 100 号を記念して 

※次号につづく 
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查地爭 一 生皇季 I リ I ヴ戰から 


那海道 

(日月？2日〜 W 日/室蘭市立体育 

'雙 

▼黄子1部 

小樽商大 化教大兩館 
西館大 巧 —U 室蘭工大 

化 大マ8 化海震 

お錯大 TM 化葵函館 
北海学園大 お—の 小檐商大 
化 大 室蘭工大 
画德大 T 8 小樽商大 
化 大 函館教大 
化棄子硬大 扣—巧 室蘭工大 
化 大 巧—；^ 小樽商大 
が願た 化海学圃大 
化投ぶ邮$ T 8 室蘭工大 
み特簡大 室蘭工大 
北彻蓋大 化教大麗 
顶館大 TU 北大 
C 嘘が〕①函館大②化海道大③化 
南ザ鬧お®か樽商科大⑥化海道教 
肯お刚館分校⑥室蘭工大 
▼男子2部 

化坦ず独ん 糾 IW 化海道工大 
化救本飢酷 でみ 化教大旭川 
化帷太 お Is 斐医学部 

化み举晒ホ 巧1巧 化教大旭川 
化ん睦ザ邵 化海道工大 
が幌お 化教大馴路 
化星ザ闲お 巧—巧 类撃部 


化教大馴路 化海道工大 
札幌大 S 1 S 3 化教大旭川 
化教大馴路 巧 —: S 化星学圃大 
化教大旭 W Tn 北大医学部 
札幌大 化海道工大 
化幌大 把—巧 化星学園大 
化教大旭川 北海道工大 
化教大馴路 化大医学部 

〔順位〕①札晚大⑤化海道教育大 
馴路分校③化星学園大④化海道教 
育大旭川分校⑤化海道大学医学部 
⑥化海道工大 

►男子3部 

道都大 馴路公寞 
化見工大 SIU 札幌学院大 
道都大 ^1^ 学园化見大 
化見工大 S I S 3 道都大 

札幌学院大 学園化見大 
化見工大 Tn 馴路公立大 
馴路公立大 SI 2 S 学固化見大 
道都大 の Is 化幌学院大 
化見工大 学圃化見大 

馴路蔓大 の一化 札擊樊 
〔順位〕①化見工大③道都大③鑛 
路公立大④札贼学院大⑥化海学園 
化見大 

マ女子 

化教态川 Tn 化羣契 

道女短大 Y 8 化逞学園大 
化教大旭川 巧—巧 道女短大 
〔順位〕①化海道教育大旭川分校 
②化海道女子短大⑤化星学園大 


東海 


(日程場所不明) 

マ男子1部 

中部大 お—巧 愛知大 
中京大 が—の 名古屋大 
名城大 Tn 愛知大 
中部大 fn 名古屋大 
愛知学院大 如—化 愛知大 
愛知学院大 の名古屋大 
名城大 巧|25 中京大 
中部大 愛知学院大 
名城大 名古屋大 
中京大 狀愛知大 
中京大 巧 愛知学院大 
中部大 名城大 
愛知大 糾—の 名古屋大 
名城大 愛知学院大 
中部大 中京大 
〔順位〕①中部大②名城大③中京 
大④愛知学院大⑥愛知大⑥名古屋 
大 

▼男子2部 

愛教大 か一巧 名経大 
名学大 名工大 
名学大 53—^ 静岡大 
南山大 挑—^ 名経大 
南山大 别 Is 名学大 
愛教大 が1^: 静岡大 
名学大 名経大 
南山大 S1S 名工大 


名工大 静岡大 
愛教大 名学大 
名経大 如—^ 名工大 
南山大 狀— S 静岡大 
愛教大 抓—^ 名工大 
名経大 静岡大 
愛教大 巧 Is 南山大 
〔順位〕①愛知教育大②南山大⑤ 
名古屋学院大④名古屋経済大⑥名 
古屋工業大⑥静岡大 
マ男子3部 

滋賀大 TU 豊田工大 
日福大 二一重大 
岐阜大 巧—豊田高専 
日福大 别 —3 豊田工大 
一二重大 豊田工大 
日福大 豊田高専 
滋賀大 孤 一二重大 
岐阜大 別 IW 豊田工大 
一二重大 別堂田高専 
岐阜大 Tn 日福大 
滋賀大 Tn 豊田高専 
滋賀大 ？3—8 日福大 
岐阜大 一二重大 
豊田高専 W16 豊田工大 
岐阜大 の — ；3 滋賀大 
〔順位〕①岐阜大②滋賀大③日本 
福祉大④一二重大⑥豊田 H 業専門学 
校⑥豐田工大 
▼男子4部 

常葉大 巧12 愛知医大 
蓋科技大 指—化 朝日大 

































- 幽巧は or 


JVC 


* ぶには、日本ビクターの世ホブランドです。 


ヒーローは背番号4。 

ヒー ローじなる選手はどこか巧いている。高 
画質 4 型液晶 カラーテレビ 「ミ ニアチュール」も 
ファッショナカレでスポーティで感度バツグン 
のハンドインパーソナルタイプ巧いてるナー。 



ミニアテユール 

MINIATURE 

4型液晶カラーテレビ 

し T-40 

本が標準価格 85 , 000 円(税另リ） 

( AC アダプター•ワイヤードリモコン付属） 


常柴大 別—!3 朝日大 
里搞料雙 巧—の 常葉大 
閒 H 太 愛知医大 
歧卑大 f n 常葉大 
〔順を；一ぶ豊橋科学技術大③常葉 
太 I 述觀曰大®愛知医科大 
▼女子1 部 

中南大 南山大 
±を大 T 7 愛教大 
中を大 g—w 愛教大 
モ異大 Y 7 南山大 
中おお パ—53 中京女大 
愛教大 Y 7 南山大 
中な大 UI9 南山大 
中一を大 別 —6 愛教大 
中京大 愛教大 
中京女大 Y 7 南山大 
南山大 Yn 愛教大 
中おか大 中京大 
〔順位〕①中京女子大③中京大③ 
愛知教育大④南山大 
►享2部 

常葉大 ^ — ^ 一二重大 
岐阜大 Y 5 静岡大 
静關大 巧日福大 
II ;重大 Mln 岐阜大 
常葉大 nIn 日福大 
常葉大 UI7 静岡大 
二重大 S—W 静岡大 
略阜大 Y 8 日福大 
S 重大 じ—〇 日福大 
〔順按①一二重大②岐阜大③常葉 
大④静岡大⑥日福大 


お信越 


(6 月9、 S 日/金沢市総合体育 
館) 

▼舆子1部 

金沢工大 新渴大 
新顆大 T9 福井大 
新潟大 TM 金沢大 
新潟大 信州大 
金沢工大 が一；3 福井大 
金沢工大 な金沢大 
金沢工大 信州大 
福井大 TU 金沢大 
福井大 信州大 
信州大 如—23 金沢大 
〔順位〕①金沢 H 業大③新潟大⑤ 
福井大④信州大⑥金沢大 
►男子2部 

富山大 金沢美工大 
富山大 富山医大 
富山大 S—U 化陸大 
襄美丟 富山医大 

金美工大 的—巧 化陸大 
化陸大 巧 iw 富山医大 
(順位〕①富山大②金沢美術工芸 
大③化陸大④富山医科薬科大 

►女子 

富山大 Tn 金沢大 
富山大 信州大 
富山大 的—4 新瀉大 
富山大 仁愛短大 
金沢大 巧—6 信州大 
金沢大 の—8 新潟大 
金沢大 仁愛短大 
信州大 Tn 新潟大 


信州大 仁愛短大 
仁愛短大 新潟大 
〔順位〕①富山大②金沢大③信州 
大④仁愛短期大②新揭大 


中四国 


(5 月 W 〜 W 日/山口県スポーッ 
文化センタ ー) 

▼男子1部 

山口大 巧—；3 愛媛大 
山口大 孤広島大 
山口大 松山大 
山口大 S—8 高知大 
愛媛大 uln 広島大 
愛媛大 松山大 
愛媛大 高知大 
広島大 松山大 
広島大 高知大 
松山大 高知大 
〔順位〕①山口大②愛媛大③広島 
大④松山大⑥高知大 
►男子2部 

香川大 岡山大 
香川大 巧 徳山大 
香川大 TU 近畿大 
香川大 T 9 島根大 
岡山大 巧 IK 徳山大 
岡山大 近畿大 
岡山大 ^—u 島根大 
徳山大 的—パ 近畿大 
徳山大 島根大 
近畿大 2— じ 島根大 
〔順位〕①香川大②岡山大⑤徳山 
大④近畿大⑥島根大 
►男子3部 


広島修道大 に島経済大 
広島修道大 の —U 徳島大 
広島修道大 TM 鳥取大 
広島修道大 広島工大 
広島經済大 の IU 徳島大 
広島経済大 鳥取大 
広島経済大 の IW 広島工大 
徳島大 鳥取大 
徳島大 的—2 広島工大 
鳥取大 231:3 広島工大 
〔順位〕①広島修道大②に島経済 
大③徳島大④鳥取大⑥広島工大 
▼女子1部 

高知大 じ—日 愛媛大 
高知大 919 広島大 
高知大 W — 7 香川大 
愛媛大 広島大 
愛媛大 巧 IU 香川大 
広島大 ^18 香川大 
〔順位〕①高知大②愛媛大③広島 
大④香川大 
▼女子2部 
0X グループ 

岡山大 MIM 山口大 
OY グループ 

岡山県短‘ §3—3 岡山女短 
岡山県短 T2 鳴門教大 
岡山女短 nIn 鳴門教大 
03位決定戦 

山口大 T5 岡山女短 
〇優勝決定戦 

岡山県短 如—6 岡山大 
(順位〕①岡山県立短大②岡山大 
③山口大©岡山女短大⑥鳴門教育 
大 
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武秋大商 

泉 南 
蔵 J り化島 


2125 32 351120 29 23 

I 11 I I I I I 

11217 510121211 


29 不311910 45 28 

I 戦 I r M I 

4 勝1117 91411 


不35 24 24 2139 21 

戦 M 11 11 

勝6 91114 919 


17巧20 28巧不30 31 

1 UU 麗 n 


巧東立巧立す石立 
5大大 
④京川一川一川 


本富江氷 
女戸 

巧森川山 


30 2129 23 26 % 2己18 30 25 2014 

I I I I I I I I M I I 

2114131813 3 911201216 8 


18 24 34 35 212218 3019不24 23 21201619 25 24巧2123 27 37 


保 谷 

小金井化 

江 化 

豊多摩 

第二商 

福 生 

武蔵村山 

に 尾 

白 0 

専大附 

化多摩 

府中東 

片 倉 

淵 江 

粧葉川 

駒 込 

錦 城 

巧多摩 

田無 H 


〈男子〉 

►1 回餓 

調布化 Tn 

日野台 パ—^5 

富 ± S — W 

農大一 の 

昭和一 不戦勝 

柬村山 巧—9 

!r 薦 別—9 

城化学園 g —7 

武工大附 T 8 

墨旧化 パ 

術中西 T 7 

宫 6_1 

售 1 1 

中大附 T 8 

靑川学院 巧—9 

光 丘 S —3 

か 草 巧 —^s 

回 立 パーの 

姑 川 ^— n 

嚴直商 不戦勝 

大 泉 WI 7 

を大附 お一 4 

なお化 不戦勝 

固か寺 T 9 

淸 瀬 MI 8 


急 価 
大崎 
開 成 
秋留台 
稲城 

東海大菅生 

雪 谷 
足 立 
深 川 
南 平 
久留米 
拝 島 
上 野 
向丘 
驚 宮 

八王子東 

武蔵村山東 

正則学園 

日大二 

俊 成 

明 正 

野津田 

田 無 

早 実 

小 岩 

昭和一 

小金井エ 

大森東 

武工大附 

官 


東大和 

修ノ 0 

石神井 
久留米西 
科巧学園 
神代 
蒲 田 
城西大附 
駒大高 
永 山 
忠 生 
桜美林 
世田谷エ 
江戸川 
葛飾野 

富壬森 

府 中 

青 山 

新 宿 

本 所 

西 

マ2回餓 

調布化 

日野台 

富 ± 

農大一 

東が山 

一二 應 

城化学園 

墨田川 

府中西 



日野台 
城化学園 
青山学院 
学大附 
両 国 
駒大高 
世田谷エ 
新 宿 

農大 I 
成 城 
南 野 
園 立 
東大和 
神 代 
早大学院 
府 中 

一二 鷹 
中大附 
日体を原 
東大和南 


る化の！；！ W から… 


武蔵野化 
杉並 
井草 
砂川 
第五商 
楼水商 
江東エ 
清瀬 

日野 

た 昼 
燕 達 

修徳 

科技学園 

羽が 

蒲田 

城西大附 

忠生 

梭美林 

安田学園 

葛飾野 

府中エ 

小平南 

青山 

西 

調布化 
富 ± 
東村山 
墨田川 
府中西 
光丘 
山崎 
大泉 

国分寺 

石神井 

久留米西 

目黒 


東大和南 の123 
世田谷エ S — バ 
府 中 W 1 W 
新 お 2^—2 

▼ 4 回戦 

農大一 巧—別 
三 鷹 TM 
中大附 
園 立 

東大和 班1巧 
神 代.すパ 
東大和南 
府 中 

▼ 5 回戦 

明 星 UI 9 
ニー 庶す S 
中大附 


拓大 


立 

東 


9_ 一 — i 

1 


日体を原 2^12 
立 川 
東大和南 
東 京 
▼ 6 回戦 

明 星なん 

巧大一 巧 


京 


n—8 

t 8 


▼.決勝リーグ 
東 京 巧—22 
明 星 

明 星のム 
東 京 U18 


拓大 


巧 —0 


明 星 

〔順位〕①明星②東 
立川 


中大附 
青山学院 
光丘 
国 立 
山 崎 
大■泉 
学大附 
国分寺 
東大和 
両 国 
石神井 
乂留米西 
神代 
目 黒 
駒大高 
永 山 
東大和南 
世田谷エ 
江戸川 
富±森 
府 中 
新 宿 
本 所 
► 3 回戦 
日野台 
農大一 
一二 鷹 
城北学園 
中大附 
青山学院 
国 立 
学大附 

東大和 

両 国 

巧 代 

駒大高 


〈女子〉 

▼1 回戰 

野津田 Y 5 拓大一 
小金井化 不戦勝武蔵村 山 
久留米 2513 調ホ化 
八王子東が—4 府中西 
武蔵が山東 W 14 東村山 
小 平？ 3 — 1 保を 
▼ 2 回戦 

井 草 UI 6 光を 
武蔵野女 巧—4 武蔵野化 
農 業 巧—3 明泉鶴川 
八雲学園 ^ — 6 小 岩 
第一商 n — 9 第二一商 
福 生 W 17 武蔵 
砂 川 U — 7 野津田 
広 尾 916 墨田川 
上 野 W —3 白轉 
神 代 S 2—5 南 野 
桐朋女 To 小金井化 
豊多摩 813 日大二 
日 野 ^ — 9 府中東 
明星学園 不戦勝 久留米 
目 黒 ^16 測 江 
東大和 東大和南 
八王子東 日野台 
大 崎 不戦勝 蒲 田 
東 SI 9 立教女 
富±森 巧 久留米西 
第五商 UI 5 震芭東 
学大附 不戦勝 関東国際 
江戸川 53—7 雪 谷 
田 無 SS —6 国立 

小 平で：2 国分寺 

富 女 西 
共立第二 Y 9 清 瀬 
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豊新豊時豊豊蒲 
橋城橋習橋橋 
東東商館ェ南郡 


西西岡西岡岡 岡岡岡西 知幸岩墓刈豊刈豊 
崎 崎崎 崎 崎 立 谷田 

尾尾化尾北東 化崎東尾 東田津酥を田化東 


豊豊岡刈 
田崎 

野南東を 


蒲桜時豊 御蒲ま国新 
郡 習橋 城 
東丘館東 津郡陵府東 


911 101012 8 


1010 310 7 


911 


12 1019 


一高豊刈碧西兰 
旧谷南 

色おェ化工尾好 


西安吉幸衣 
尾 

東城良田台 


岡岡刈刈安 


〇豊 


略 谷城0季覃橋 


ェ崎谷ェ東戦 


18 24 251917 

Mill 

1010 41015 


河西 
ま18 


部 

夫 

ム 


10 8 
11 
3 6 


共学 桜豊上福井 
^大東水多 
二附 商摩野生草 


国府 

御津 

一ニハ合水産 

豊丘 


安城学園 
一二 好 


豊 野 
岡崎東 
刈 を 
岡崎東 
豊田南 
刈 谷 

知立東 
岡崎西 
岡 崎 
岡崎西 
岡 崎 
岡 崎 


豊 丘 
豊橋商 

墓 & 
9豊橋南 


▼準決勝 

蒲郡東 ^ I 
豊川エ 巧— 
▼3 位決定戦 
楼丘 
►決勝 

蒲郡東巧 f 


〈女子〉 
▼1 回戦 
豊橋東 
墓 丘 
時習館 


6 — 
31 

^ — 


お 丘 巧— 
蒲郡東 U — 
マ2回戦 
墓橋南 
豊 丘 
豊橋西 
豊橋商 
▼準決勝 
盞橋南 

豊橋西 n — 
►3 位決定戦 
豊橋商 U — 
▼決勝 


5— 
3— 
91 
3 — 




<男子〉 

y 1回戦 

国 府 S —9 

御津 YM 

桜 丘 ^—2 

豊橋西 

S 谷水産 巧—；3 

豊丘 巧—9 

豊川エ で S 

ザ2回戦 

蒲郡東 S —別 

桜を ^—2 

豊橋西 

豊川ェ で巧 


ず： t 大輪を n —8 

て闽戦 

井 草 T 2 
を哉野女 S3I3 
A 睾学園 别 —5 
お 生 巧 
上野 ザ 5 
桐地女 K — 8 
普' 多摩 

日 野 が —1 

殺お商 n —4 

八ぶモ東 T 6 

宋 5 1 4 

畜±森 ザ1 

学大附 614 

田 無 

當 ± MI7 

共立第二 じ— 7 

▼ 4 回載 

武蔵野女 别 15 

八雲学園 ^—2 

桐舶女 

B 野 で 7 

八王子東 W —4 

富古森 23—4 

田 無 UIW 

窩 ± 

▼ 5 圆戦 

江ま商 ?7 

义大杉並 化—2 

日体桜華 3— 巧 

石神井 日 

藤が女. T5 

菊 華 MI8 

青山学院 UI9 

俊成女 T 8 


岡崎商 
西尾東 
愛教大脚 
衣 台 
安城東 
安 城 
碧 南 
知 立 
安城南 
一 を 
吉 良 


安城東 
刈谷エ 
岡崎エ 
岡崎化 
を城南 
一二 が 
碧 南 
豊田 


桜 丘 
墓橋西 

豊橋西 
靴豊川ェ 


▼ 6 回戦 

江東商 ?7 文大杉並 
石神井 S —9 日体搂畢 
藤が女 ^—8 菊 華 
俊成女 T 7 青山学院 
▼決勝リ J グ 

江東商 石神井 
伎成女 藤が女 
江東商 别—巧 藤が女 
俊成女 nIn 石神井 
藤村女 uln 石神井 
江東商 俊成女 
〔順位〕①江.東商③伎成女子③藤 
が女子④石神井 



第叫固をが県离校稱巧 


(5 月 W 、 6月3日/安城東 

京体育館ほか) 

0 東 I 二巧支部大会 


文華女 

,rc さミ 

燕 達 
農 業 
第一商 
砂 川 
広 尾 
神化 
農大一 
明星学園 

淵 江 

東大和 

大晦 

第五商 

江戸川 

小 平 

本 所 

東海大昔生 


武蔵野女 

八雲学園 

桐朋女 

曰 野 

八王子東 

富- H 森 

田 無 

富 ± 


▼1 回戦 

豊田東 MI6 
刈を化 816 
西 尾 WI 3 
豊 田 じ19 
刈 谷 W 16 
豊 野 MI 7 
岩 津 巧 —4 
岡 崎 W—S 
岡崎化 

幸 田 f -5 

知立東 2—9 
マ2回槪 

安城学園 巧14 
西 尾 914 

岡崎東 Yn 

岡崎西 巧—3 
豊田南 W —9 
岡 崎 MI 3 
岡崎化 巧—4 
一二 好 別—〇 
▼ 3 回戦 

安城学園 の—4 
岡崎西 ?7 

豊田南 -5 

一二 好 T 3 
マ5〜8位決定リーグ 
岡 崎 巧 — 9 
岡 崎 U 17 
岡 崎 W — 日 
岡崎東 お IU 
岡曠東 YU 
岡崎化 W — 5 
▼.決勝リーグ 
岡崎西 23 IW 
安城学園 U—8 


岡崎化 化— 7 
安城南 Y 9 
豊田南 —8 
S 河 YS 2 
豊 野 巧—：！！ 
碧 南 WI 8 

豊 田 Yn 

▼ 2 回戦 

岡崎城西 T 7 
刈 谷 n — ^ 

岡 崎 T 6 
岡崎東 

知立東 W —4 
豊田南 Yn 
豊 野 巧 IU 
岡崎西 

▼ 3 回戟 
岡崎城西 

岡 崎 Mln 
知立東 ?8 
岡崎西 の— 

マ日！ 8位決定リーグ 
堂田南 UIU 
豊 野 U — S 
豊 野 化 Is 
豊田南 班 

刈 ハな ^—23 

岡崎東 
▼決勝リーグ 
岡崎城西 泌 —8 
闽崎城西 别 IU 
岡崎城西 T 8 
知立東 
知立東 
岡崎西 
〈女子〉 
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15 22 

I I 


141916 21 

I I I I 


17 201516 

I I I I 


23151319 27 2318 27 

I M M I I I 

710115 2 4 4 4 


武東横半 常大知東 
須田 滑 海 

豊浦賀ェ 化府多南 


東常常阿半知東 
海 滑久田 海 
南滑化比東多商 


4 4 17 1213 913 812 11151111 


高昭 屋若中 
緑 宮 

蔵和 城商が 


東 

鳴東 

惟豊松南 

郷 

海郷 

信明蔭陽 


6 


武 

桃 

キ桃 

田 

大内 

豊 

陵 

商陵 

府海 
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<男子〉 
▼1 回戟 
半旧 H 
横須賀 

東 浦 

武 豊 

▼ 2回戦 

半西東 

阿久比 

加多東 

キ 田 

J 決勝 

半旧東 

中 困 


▼3 位決定載 

知多乘 說— 

▼決搬 

半田東巧 


で3 

4 — 2 

1± IX 


1 P T C 〇 

6 i 2 
11 

节 6 

巧—4 

UI3 

3—1 
1 1 

で 7 

Y 5 

1_〇 

11 

け—6 


►7 位決定戦 

名古屋化 春日丘 
▼5 位決定戦 

市工芸 高蔵寺 
5決勝 

愛知 春日井南 
東海 巧—^; 旭 を 
マ3位決定戦 

春日井南 U—U 旭 丘 
▼決勝 

愛知 ？^ 〔S 1 5^1^東 海 


瀬戸 
春日井東 
春日井南 

市工芸 
春日井商 
名古屋西 
名大付 
市 祁 
名 東 
西陵商 
名古屋商 
東 邦 

名古屋化 
高蔵寺 
瀬戸化 
長久手 
稻 山 
千 種 
淑 徳 
愛知商 


〈女子〉 
マ1回戦 
名古屋化 
离蔵寺 
守 山 

瀬戸化 
菊 里 
長久手 
稻 山 
瀬戸西 
千 種 
淑 徳 
春日井西 
愛知商 
マ2回戦 
緑丘商 
守 山 
菊 里 
春日井 
旭 歐 
瀬戸西 
春日井西 
中京女 


阿久比 

知多東 

阿久比 

8半 田 


東 浦 

知多東 


緑 

瑞陵 

名南 H 
向 陽 

向 陽 

楼 台 


中川商 
名古屋南 
お 台 
向陽 
瑞 陵 
日進西 
熱 田 
天 白 


お古屋大を 

松 蔭 

唯 ち口 

富 田 
名商大付 
享 栄 
名古屋南 
熱 田 

豊 明 

星 城 

名市エ 

昭 和 

同 朋 

中 村 

東 郷 

日進西 

名城大附 

鳴 海 

天 白 

曰 進 

南 曝 


安城学園 S —3 豊田南 
三 好 SI 8 岡崎西 
岡崎西 712 墓田南 
一二 好 Y 5 豊田南 

0知を支部大会 


A 女子〉 

▼1 闽戰 

來浦 UI 8 

姑多東 9 —1 

^ 蜜 5-2 

ホ旧商 8—6 

内海 ザ 5 

大栖 甲7 

武 壁 の — 6 

▼ 2 回觀 

半 田 化 —G 

桃 陵 S —5 


向陽 化—巧 
中 京 
►準決勝 
お 台 

中 京 —化 
y 3位決定戦 
名南 H 巧1^3 
▼決勝 

中 京 Yn 
<女子〉 

▼1 回戦 

中川商 が—3 
桜 台 n—w 
東 郷巧 —6 

瑞 陵 8-7 

日進西 9—8 
天 白 22—8 

▼ 2 回戦 

名短付 516 
南 陽 5215 
松 蔭 じ—6 
東 郷 817 
鳴 海 WI 3 
豊 明 9 — 6 
惟 信 の— 7 
東海女 T 3 

▼ 3 回戦 
名短付 

東 郷 S-S 

鳴 海 甲 S 

東海女 T 5 

►準決勝 

名短付 が—〇 

東海女 T 4 

►3 位決定戦 

鳴 海 ?9 


半田商 Y 6 

武豊 ^15 
▼準み勝 

よ 1 曰 4_〇 

H 11 

武豊 で U 

►3 位決定戦 
半田商 Y 9 
▼決勝 

半思 (nj 

〇を南支部大会 

〈男子〉 

▼1 回戦 

昭 和 YS 

日 進 巧ム 

中 が 
南 陽 

東 郷 MI 7 
日進西 2318 
緑 巧 —S 

名城大附 

瑞 陵 巧— 9 

嗚 海 ^—9 

天 白 T 8 

▼ 2 回餓 

移 台 T 4 

日 進 で 9 

南 陽 Wi6 

名南エ 强 

向 陽 

緑 で W 

瑞 陵 

中 京 ^—8 

▼ 3 回餓 

お 台 T 5 

名南ェ Tn 


►決勝 


名短が W 品 U い j 

0名化支部大会 

《男子〉 

►1 回戦 

春日井西 TU 
ず 山 如ム 
名古屋化 ?8 
高蔵寺 

名 東 ^—6 
春日井東 不戦勝 
春日井エ 巧— S - 
市工芸 巧— 9 
力护 2 — 1 
名大か UI 8 
春日を の — 2 
旭 丘 25—9 
マ2 回戦 

愛 知 甲2 

名古屋化 じ—じ 
3 P T C 0 

高蔵寺 ^1^ 
春日井南 

東 海 甲 S 

市工芸 
春日丘 

旭 丘 U12 
マ 3 回戦 

愛 知 挑 Is 
春日井南 パ 
東 海 の—^3 

旭 丘节 S 

▼5 〜8位決定餓 
高蔵寺 ?3 
市工芸 ^ — ^ 


U 東海女 


栄徳 
長久手 
東山エ 

g 口 
が ホ 

瀬戸西 

東邦 

山 田 

千 種 

名古屋西 

瀬 戸 

愛知エ 

春日井 

春日井西 
ず 山 

名 東 
春日井東 
春日井エ 
旭 野 
名大付 
菊 里 

名古屋化 
高蔵寺 
市工芸 
春日丘 

名古屋化 
春日丘 







1618 

I I 

1614 


佐緑中半 兰半豊西 岡武一豊 

丘京 田橋 崎宮田 

屋商女田 好商西春 西豊女南 


2 

19 21 12 P 1619 9 30 21 

II I T I I I I I 

1010 5 C 16 6 5 4 3 

1 

西木 五 犬尾尾 一一 

着 山 宮宮 

春川 条 南西化 西商 


向キ名旭一半梭知 
南 田 多 

陽田ェ丘宮東丘東 


27 22 24 39 22 23 28 2516 30 28 

I I I I r I M I M 

71016 1619 201914151714 


26 212518 2518 
111111 
20161816 2016 


13141315 16 23 2017181919 33 

Mil I I I I M I I 

12 61211 7 51191312 7 3 

蟹一小佐 五平小尾西一美犬 
宮牧織 牧 宮 

江化南ェ 条和ェ西倉南ネ日山 


20151817 913 

I M I I I 

6 8 8 3 6 5 


津一平美江一 
宮 

島化和和南宮 


名短付 T 8 安城学園 
東海女 U —7 木曽川 
名短が uln 東海女 
安城学園 パ—6 木曽川 
〔順位〕①名短付③東海女③安城 
学園®木曽川 



第 S 回大阪府高がををお体 


◎化ブロック予選 

<男子〉 

▼1 回戦 

西野巧エ T 7 扇 町 
刀根山 WI 8 大阪学院 
吹田東 YW 池 田 
化千里 f 8 西淀川 
池田化 Tn 山 田 
豊 中 別—巧 豊 島 
千 里 T 4 柴 島 
東淀川 3 IW 裳 面 
實面学園 渋 谷 
桜 塚 SIS 東淀王 
東豊中 市 岡 

▼ 2 回戦 

化 陽 S —7 西教西エ 
吹田東 刀根山 
化千里 池田化 
搭 宮 UIW 豊 中 
都島エ T 8 千里 
東淀川 W — 9 裳面学園 
化 0 Mln 0 塚 
大商学園 巧 —8 東豊中 

▼ 3回戦 

化 陽 g —3 吹田隶 


I 宮興道 
知立東 
岡 崎 
犬山南 
豊川ェ 
岡崎西 


2 P T C 〇 


木曽川 
安城学園 


五 条 
一宮女 
▼ 3 回戦 
木曽川 
佐 屋 
西 春 

一宮女 
▼準決勝 
佐 屋 
一宮女 
►決勝 


東 海 

春日井南 

蒲郡東 


犬山南 
一宮興道 


▼ 2 回戦 
犬山南 
佐織工 
一 宮 
小牧南 
一宮化 
一宮興道 
蟹 江 
一宮西 
► 3 回戦 
犬山南 

- 宮 
一宮興道 
一宮西 
マ準決勝 

- 宮 
一宮西 

▼決勝 


名短か T 7 
半 田 S 3—6 
中京女 
木曽川 

5 P T C 4 

安城学園 

緑丘商 ？ —U 

佐 屋で S 

東海女 
▼ 3 回戦 

名短が ^ — 6 
木曽川 じ—8 
安城学園 ： S —9 
東海女 巧—$:3 
▼決勝リ^グ 
名短付 T 4 
東海女 W 1 W 


佐屋^^ W 1 宮女 

〇県大会 


《男子〉 
▼1 回戦 
知多化 
お 丘 
- 宮 
旭 丘 
半 田 
向 陽 
マ2回戦 
中京 
東 海 
春日井南 
桜 台 
岡崎城西 
蒲郡東 
一宮西 
愛 知 

► 3 回戦 

中 京 

桜 台 

岡崎城西 


1 i 呂西巧 (^u:3 W 1 宮 

〈女子〉 

▼1 回戦 

一 宮 T 6 二呂興道 

美 和 218 新 川 

一宮化 53—5 一宮南 

津島 W —7 稲沢東 

五 条 ^—8 蟹 '汪 

I 宮西 W —2 津島女 

► 2 回戦 


木曽川 

尾 化 

佐 屋 

尾 西 

大山南 

西 春 


愛知，化一宮西 
▼決勝リーグ 

桜 台 W — 9 中 京 
岡崎城西 53— 巧 愛 知 
岡崎城西 中 京 
桜 台 別 愛 知 
中 京 如愛 知 
岡崎城西 お 台 
〔順搜①岡崎城西⑤楼台⑤中京 
④愛知 
〈女子〉 

►1 回戦 

豊田南 n —4 豊橋商 
一宮女 春日井 
木曾川 TM 鳴 海 
西 春 T 8 東 0 
半田商 豊橋南 
一二 好 i 5—7 旭 野 
▼ 2 回戦 


▼ 3 圆戰 

綠た商 T 6 ず 山 
普口井 菊 里 
怔醉 2216 瀬戸西 
中お女 sij ::: 春日井西 

▼ 5 5ち位決定戦 

菊 里 uln 守 山 
卷目井西 UIU 瀬戸西 
► 7 化み巧戦 

ホ 山 W — 9 瀬戸西 

►日搜お戟 

皋 a 并西 の一 8 菊 里 

►轰勝 

歸丘商 KIW 春日井 

中を女 T 9 旭野 

▼ 3 化がお戦 

蒋日か 旭 野 

▼簇 

中京女： S 〔け M 援丘商 

G . 属張 支部大会 

〈男子〉 

▼1 固戦 

犬 山 U —8 尾 化 

美 和 w—g 津 島 

植織工 別新 川 

一 宮 ^17 尾関学園 

一宮南 ロー 9 起 エ 

西 春 UI6 弥’富 

小鞭南 ^ — M 丹 羽 

尾 西 の— 4 稲沢東 

小牧エ ^—n 江 南 

:宮皿這 T 3 大 成 

蟹 江 fe 一宮エ 

平 和 稲 沢 

'一宮西 洗— 7 岩 倉 
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商巧 I 骄登岸久信和 
大 美和米 泉 

:辨東東丘田田太ェ 


13 26 20 2219 30 2419 24 24 28 2312 % 23 3219帛17 

U ム ilUUiU lUiUU 霍ム 


長門島門 
真 

尾南上真 


阪 

信 

天信 
王 

南 

愛 

寺愛 


城東住大 
住 

南吉ま谷 


八清天藤 
王井 
尾風寺寺 


薛東池八高山八港 
井大 尾 

寺阪島尾津ネ東南 


17 1318 911519 616 718 9121711 10 7119 71712161516 9 912 7 


化東北 
淀千 
野…里 


市梅池薫 
岡花田英 


桜成裳化 
宮膜面野 


長 野 
岸和田產 
金 岡 
骄エ 
泉大津 
泉 陽 
攝 上 
高 石 


富田林 
和 泉 

大体大浪商 


《男子〉 
マ1回戦 
和泉エ 
富田林 
乂米田 
岸和田 
登美丘 
泉 化 
貝塚南 
商大攝 
▼-2回戦 
初 芝 
富田林 
和 泉 
鳳 

大体大浪商 

泉化 
貝塚南 
一二国丘 
► 3回戦 
初 芝 
鳳 

泉 化 


春日丘 


芥川 
茨 木 
香里丘 
南寝屋州 

枚 方 
ず口化 
高概化 
牧 野 
寝屋川 
茨木東 
大 東 
東寝屋川 


大阪市立 
摂 津 

大阪市立 

西寝屋川 


藤井寺エ 

沉 愛 

大和川 

高 津 


► 2 回戦 

四天王寺 ?4 
信愛 M 17 
阪南 — s 
天王寺 T 4 
▼準決勝 

四天王寺 S —4 
阪南 UIS 
►.3位決定戦 
天王寺 Yn 
▼決勝 

四天王寺 ^—6 
◎南ブロック予選 


教大平野 
池 島 
山 本 
柏 原 
港 南 

八尾東 
東住まエ 
東住吉 
生 野 
羽曳野 
住吉 
阿信戟 
花 園 


阪 南 
此花学院 

阪 南 

上 宮 


官一真 甲 

◎東ブロック予選 

<男子〉 

▼1 回戦 

寝屋川 ^1 
加 納^— 
西寝屋 W U — 
茨木 ^— 
門 真 ^1 

同志社香里 の— 
春日丘 别— 
一二 島の— 
城東エ S — 

摂陵甲 

- 巧 




41 
7— 


芥化 
ず口化 
淀川 H 
▼ 2 回戦 

長 尾 Y 
西寢屋川 巧— 

茨 木 Y 

春日丘 g — 


島 


上 说- 


摂陵 お— 

芥 川 別— 

摂津 別— 

▼ 3 回戦 

長 尾 

春日丘 g — 

摂陵 23— 

摂津 お— 

►準決騰 

春日丘 巧 I 

摂陵斜 I 

▼3 位決定戦 

長 尾 Y 


お 宮 
大商学園 

桜 宮 

都島ェ 


刀根山 

桜 塚 

柴 島 

東淀川 

豊中 

千里 

豊 島 

池田化 


東墓中 

金蘭会 

東藍中 


生 野 で 3 
羽曳野 ^ — ^ 

住ま で S 

八 尾 T7 
花園 ^ 17 
► 2 回戰 

桃山学院 S —3 
藤井寺 WIS 
阪南 巧—じ 
天王寺 说 —3 
上宮 T 9 
清風 SI 9 
八 尾扣 Is 
此花学院 T 7 
▼ 3 回戦 

桃山学院 5^—巧 

阪南 ザ2 

上宮 如 —S 
化花学院 Tn 
マ準決勝 

桃山学院 別 — S 
上宮 じ— 7 
マ 3 位決定戦 
此花学院 挑—2 
▼決勝 

桃山学院 S —2 
<女子〉 

▼'1 回戦 

四天王寺 棄権 
大谷 化—日 

住吉 ザ4 

信愛 巧 —S 
阪南 ぶ—2 
東住吉 U13 
城 南 W —7 
天王寺 ぶ 14 


福島女 


大東 
島上大冠 
高槪化 
枚 方 
牧野 
交野 
門真南 
四条曠 
茨木東 
関西大倉 
磯島 
南寝屋川 
島 本 

寝屋川 
加納 
門 真 

同志社香里 

三 島 

城東エ 

守口化 

淀川エ 

西寝屋川 

茨木 

島 上 

芥 川 


長 

摂 


尾 

津 


摂津 


▼決勝 

摂 陵 S—S 
《女子〉 

▼1 回戦 

枚 方 甲 3 
牧 歐 M 19 

片 1 am 

寝屋川 の —5 
東寢屋川 T 3 
► 2 回戦 

春日丘 MI 5 
門 真 ^ 12 
島 上 ^—3 
大阪巿立 nl4 
摂 津 n—5 
門真南 W —3 
長 尾 j :3—6 
西寝屋川 端—9 
▼ 3 回戦 

春日丘 ^14 
大阪市立 n—7 
摂 津 S — 5 
西寝屋川 お— 4 
▼準決勝 

春日反 SI 9 
西寝屋川 巧—。 
▼3 位決定戦 
摂 津 別 IU 
▼決勝 

春日丘 化 — W 
◎中ブロック予選 
《男子〉 

マ1 回戦 

八尾東 

藤井寺 巧—6 

東住吉 W —7 

阪 南 nl9 


殺宮 の —8 
辄島エ W — 9 
大商学園 Tn 
▼準決勝 

化 陽 巧—7 

都島エ で U 

▼’3 位決定戦 
大商学園 别 IW 
▼決勝 
北 陽 

〈女子〉 

▼1 回戦 

刀根山 ?3 

柬淀川 U—W 

豊 中 UI 9 

池田化 WI 9 

▼ 2 回戰 

實 真 巧—4 

化 野 ^ —8 

東豊中 2—0 

質 面 ?8 

お蘭会 化—5 

成 0 T 7 

觀 宮 ?5 

福島女 T 7 

▼ 3回戦 

肯‘.真 T 5 

來豊中 T 8 

金蘭会 UIS 

福島女 ?8 

▼準決勝 

宣 真 2—0 

福-島女 W —6 

►3 化決定戦 

金前を 210 

ザ決勝 
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ミ中小 

福 

九若 

武香 

ホホ倉 


州 

蔵 

池女商 

岡 

産松 

台椎 


a 日本が生んだ世界のボール 

日本ハンドボール協会検を巧 ( J - H - A ) 

) 巧7た7ミムレスが—化 

タチ々ラのハンドボールは綠ボールと同じ構造のチューブが離れた 
L • B • C 中空製ホです。 

' T*pui い 訊 m j - I 产 "V ■ 東方、都台東区松ヶ谷卜 11-7 

iay 视 i 夕 f た3巧ま巧社賊韻•姑屋•欄補 


mm 夕 * た百巧まを社 


武蔵台 
福岡南女 
春日 
宗像 

筑紫女 
一二井 


阪南 


3— じ富田が 


春日丘 化 —6 東豊中 
天王寺 U — W 住ま学園 
► 2 回戦 

四天王寺 ?8 福島女 
初 芝 2^— 巧 西痕屋川 
宫一真 把—4 阪南 
天王寺 UIW 春日丘 
マ決勝リーグ 

宣真 Tn 四天王寺 
宣真 2 S—W 初 芝 
宣真 が一 3 天王寺 
初 芝 四天王寺 
初 芝 天王寺 
四天王寺 SIW 天王寺 
〔順位〕①宣真③初芝⑤四天王寺 
④天王寺 



を圍高较福岡県ず選 


福 岡-^ Is 
九州産 ^—8 
▼準決勝 

久工大附 g —9 
福 岡 化 — W 
▼決勝 

久エ大器〔げ公 

《女子〉 

マ1回餓 

福岡南女 UIU 
春 日 UI 3 


ま 像 


10 


▼ 2 回戦 

筑紫女 パ12 
九州女 T 4 
一二 井。—6 
新 宮 ?4 
►準決勝 
九州女 

新 宮 Yn 
▼決勝 


(6 月3、 W 日/新宮高、香椎高) 
《男子〉 

▼1 回戦 

久工大附 如—4 小倉エ 
春 日 巧筑紫丘 
若松 n—9 泰 星 
福岡西陵 巧 IU 明 善 
福 岡 太宰府 
香椎 田川エ 

武蔵台 S 2 IW 小倉西 

九州産 如 —4 東海大五 

► 2 回戦 

久工大附 巧 IW 春 日 

若松 福岡西陵 


九州女2 9新宮 


三罔巧 の貝塚南 

▼準震 

—视芝 Tn 鳳 
黃化 uln 一一一国を 
▼ 3怔決定戦 

-1. 罔丘 の — W 鳳 
▼決勝 

が 芝 9 18 泉 化 

去手〉 

平1回戦 

化 野 别 — 7 泉大津 

▼ 2 回戦 

富旧林 M 15 長 野 

東一日巧鳥 6-5 岸和田 

鳳 巧— 岸和田産 

がち学園 じ—5 住ま商 

初 芝 が一 6 佐 野 

高 石 ^ — 9 二一国丘 

久米田 ？3 — 7 和 泉 

端"東 巧—7 泉 化 

▼ 3 回戦 

辆 芝 T 9 高 石 

邵 東节 S 久米田 

富田が WI 7 東百舌鳥 

住吉学園 巧—7 鳳 

▼準決勝 

初 芝 お一 5 骄東 

住ま学園 富巧林 

▼3 位決定戦 

富田林 解 東 

►決勝 

初 芝 撕 —9 住吉学園 

◎中央大会 

<男子〉 

▼1 回戦 

撰 陵 YM 阪 南 


都島エ 一一一国丘 
初 芝 ?n お 宮 
上 宮 長 尾 
化 陽 ？3|6 摂 津 
此化学院 が一。泉 化 
桃山学院 说—8 鳳 
大商学園 别 — S 春日丘 
マ2回戰 

都島エ 摂 陵 
上 宮 巧 初 芝 
化 陽 HI6 此花学院 
桃山学院 T 5 大商学園 
5〜8 位決定リ I グ 
初 芝 化 IW 摂 陵 
初 芝 此花学院 
初 芝 巧 大商学園 
此花学院 摂 陵 
此花学院 大商学園 
摂 陵 巧—巧 大商学園 
マ決勝リーグ 

桃山学院 Mln 都島エ 

桃山学院 上 宮 

桃山学院 バ —2: 化 陽 

都島エ g—w 上 宮 

都島エ 化化 陽 

化 陽 巧—；3 上 宮 

〔順哲①桃山学院③都島エ③化 

陽④上宮⑥初芝⑥此花学院⑦摂陵 

⑧大商学園 

<女子〉 

▼1 回戦 

四天王寺 T 6 攝 東 

福島女 n—9 摂 津 

初 芝 g —4 信 愛 
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—パーシュートを見せてほしい。 

篇み巧け部エッジの傾斜が、スパイラルソールが、そして a ゲルが、果致な巧费を可能にする。 


品ちスカイハンド®ジャパン a - s ぉを THH 711 

メーヵ-お望小売価格¥14,700(消費税巧き） 

カラー/ * ホワイト X ⑩レッド•マリンブルー*ホワイト X ⑩マリンブルー.レット 
サイズ/ り. 5 〜 29 . 0 cm ( XgEL^^/O 


るを THH 711 


谢攻 

ATHLETIC SHOES 


せゴ わい/7 マ •お品じついてのわ巧い合わせはが式会社ァシックスミ肖巧ち巧設ままでどうぞ。〒化0巧戸ホ中央区港島中巧7了目I番I TEU078)303-2233( 専巧） ‘（078)303-3333 は代表） 
巧 巧で巧グノソノ八〒130ままおち田区鋪か T 目10をII号 TEU0 3 ) 6 M-I 8 I 4 くす用）.(〇リ糾づのけ巧表）•御 J 燃ァシックスの登;ま商境です。 



もっと大きな声で 
夢を語りあいたいな 


夢を語るときの瞳は、 

いつもキラキラ輝いています。 

夢を、未来を、カタチじ変える、 

そんな新時代への冒盼。を 

大同特殊重岡は大切にしたいと思います。 

夢を語りあいたい……あなたと。 


^大同巧赚飾 


本社〒が0名古崖巿中区錦1 -11-18 (興銀ビル) 
TEL (052) 201-5111 
支社まま//支店大阪 


- 32 - 









讯広島 

アジア八ンドボ—ル選手権大会 
を巧巧させよラ分 

I 第巨回男子•第吕回女子アジア八ンドボ—ル選手権大会 
兼バルセロナオリンピックアジア地区そ選— 

百程】 I九九I年八月二十I百㈱〜九月一島 

(大をを場】広島サンブラザ.広島巿ま区スポ—ツセンタ— 

㈱ 日本八ンドボ—ル協を 
広島県八ンドボ I ル協を 






が田淳子は、東洋証券が、 
好きになっちやったみたいで 


ふ 



の巧巧から始める、あかるい財テク 


中誦債 

をな債疫賓信託’追前型 <或を谭田巧日田ぉ信> 


なまミ羊証券 

議 
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■海 ホ}ロン K ン•ニューヨーク•毎道 
瓦!の0君巧■巧を•末极•に居一部上場 i 
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